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第 3 部電気工学・電子工学関係

藤高研究室（昭和24年度～42年度）

教授藤高周平（昭和42年11．月26日死去）

電力工学・高電在工学

　電力工学の立場から送電系統におけるサージ現象なら

びに避雷，絶縁の合理化に関する研究を行なっている．

特に送電系統における雷実測については30年近くの実績

を有し，ここで得られた成果はわが国における耐雷設計

に貢献するところきわめて大であった．

　藤高教授は昭和37，39，41，42年の4回にわたりCI－

GREならびにIEC大会に主席代表として海外出張し，

昭和40年には渋沢賞，41年には電気学会功績賞を受賞し

た．昭和42年11．月26日逝去（60才），同日従三位勲二等瑞

宝章を授与された．

　1．送電線における雷現象1）2）3）（昭和34～42年度）

　電力回路における絶縁協調の基礎的問題として送電線

における雷サージ現象の実測とこれに対する防護対策の

研究を行なった．この期間には研究室で開発した高速度

ブラウン管オシログラフを利用して次の各所において実

測を行なった．なおこの実測には河村助教授の協力を得

た．

　昭和34，35年度，7～9月　電源開発株式会社南川越変

　　電所

　昭和36～42年度，7～9月　電力中央研究所600kV塩

　　原試験場

　実測項目としては南川越変電所においては送電線にお

ける伝搬雷サージ波形の測定とともに野村教授と協同で

開発した多チャネル変調式磁気テープ自動オシログラフ

を用いて実測を行なった．また塩原試験場においては鉄

塔直撃雷の波形，波高値，電荷量等の実測を行ない，送

電線における耐雷設計上きわめて有用な資料を得た（一

部文部省試験研究費，総合研究費）

　2．雷放電力ウンタに関する研究4）5）6）（昭和35～42年

　　度）

　電力設備における耐雷設計に関する基礎資料を得るた

めにはまず襲雷に関する資料をもとめる必要がある．こ

の目的のため河村助教授の協力を得て雷放電カウンタに

よる対地放電数の比較測定を行なった．この研究は昭和

35年千葉実験所において行なわれたのがわが国における

最初であったが，その後電気試験所，電力中央研究所，

電力会社，メーカ等の協力を得て全国的規模にまで拡大

し，昭和42年度雷雨期には102の観測点において同時観

測が行なわれ，その成果はCIGREの雷放電カウンタに

関するワーキング・グループに毎年報告されている（一

部文部省総合研究費）・

　3．　交流電化回路における異常電圧と絶縁協調（昭和

　　34～42年度）

　わが国における鉄道は東海道新幹線はじめ交流電化が

広く取り入れられているが，電気鉄道独特の現象があり，

その絶縁協調には特別の考慮を必要とする．このため研

究室においては昭和35年黒磯変電所において異常電圧の

実測を行ない，サージに関する基礎資料をもとめるとと

もに，避雷器の適用など絶縁協調の基本的問題の解決に

ついて積極的に研究の推進，指導に努めた．

　4．　塩害防止に関する研究7）8）9）10）（昭和34～42年度）

　わが国は四面海に囲まれており，高電圧設備の外部絶

縁物の表面が塩塵挨により汚損された場合のせん絡電圧

の低下が絶縁設計上きわめて重要である．このため人工

汚損したがいしについてせん絡現象の基礎的研究を行な

うとともに，問歓課電の際の漏れ電流や汚損コロナによ

る超音波を利用する汚損監視方式の開発を行ない，実際

の設備における適用をはかった（一部文部省総合研究費，

生研特別研究費）．

発　　表　　論　　文

1）藤高麻生：雷サージの減衰計算式について，電気4学会連合大

　会講演論文集568，1959．4
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　Counter　1963．　5
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7）藤高，藤田，竹之内，西村，庄山，小川：九州若松海岸における

　塩害調査，電気4学会連合大会講演論文集864，1961．4
8）藤高，藤田，尾上：超音波受信器によるがいしの汚損度測定に関

　する基礎的舐究，電気4学会連合大会講演論文集1151，1965．4

9）藤高，藤田：漏れ電流間歌測定によるがいしの汚損監視について

　電気4学会連合大会講演論文集1044，1967．4
10）S．Fujitaka，　T．　Kawamura，　S．　Tsurumi，　H．　Kondo，　T．　Seta，
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　on　Insulators，　IEEE　Transactions　on　Power　Apparatus　and
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高木（昇）研究室（昭和24年度～）

教　授　高　木

通信機器学

昇（昭和40年4月宇宙研，併任）

　研究の重点は観測ロケット用電子機器ならびに地上用

装置におき，三部教官と協同でこれを進め，また同時に

観測ロケット研究計画のまとめ役を果してきた．

　研究室自体の研究としては非破壊検査，Pケット用ア

ンテナの研究を進あてきた．

　1．　超音波濃度計，超音波厚み計，ラブ電線探傷計

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和35～39年度）

　石橋助手と協同で化学工場における溶液濃度を音速の

変化から検出する濃度計，石橋助手，市川（初男）技官

の協力により超音波厚み計をトランジスタ化して軽量化

を図り，またストロボ式の厚み計も完成した．

　またうず電流による電磁的非破壊検査の基礎研究から

はじめ，細管を対象とした欠陥検査，核燃料被覆管につ

いての研究を行なった．

　2．電波暗室および口ヶット用アンテナの研究（昭和

　　38～43年度）

　ロケットに装備するアンテナ，地上におけるパラボラ，

ヘリカルアンテナ等の研究に電波暗室は不可欠のもので

ある．黒川元助教授，長谷部助手の協力により，反射の

少い電波暗室を完成し，アンテナの研究を容易にするこ

とができた．

　mケットにつけるアンテナはロケットの型により，ま

たテレメータ，レーダ，コマンド，テレビ等，目的によ

ってもいろいろの工夫を施す必要がある．同時にモデル

から始めて最終的には実機についてもテストをしなけれ

ばならない．

　また自動追尾レーダの円偏波放射器についての研究を

進め，その成果を鹿児島宙宇空問観測所のレ・一一．ダに実施

して成果を収めた．以上の研究は長谷部，市川（満）助

手によって行なわれたものである．

　3．　超小型電子回路の基礎研究（昭和39～43年度）

　超小型電子回路技術がわが国で発展することを願って

当初から日本電子工学振興協会を中心として活動を続け

てきた．安達教授，後川講師の協力を得て基礎研究を始

めた．

　4．　観測ロケット用電子機器（昭和35～43年度）

　総合研究の部で記されると思うが，三部教官の協同に

より宇宙用電子機器が自主的に研究開発されたことは誇

りと考えている．ロケットの発展と共に電子械器も手探

りしながら進んできた．テレメータ，レーダ，コマンド，

大アンテナ等，何れも特長のあるものばかりである．同

時に他部教官の協同で完成したものも多い．今後もこの

ような研究が推進されることが望ましい．

発　　表　　論　　文

1）高木　核燃料の検査技術，鋳鋼鍛鋼技術情報，74，27，1960

2）高木　メカニカルフィルタの問題点，電子工業9，5，492，1960

3）高木：燃料検査の必要性，原子力工学，6，8，9，1960

4）高木　テレメータリングの最近の現状，オートメーション，5，11，

　10，1960

5）高木：非破壊検査とテレビジョン，テレビジョン14，10，468，

　1961
6）高木，斎藤，野村：18mφトラッキングテレメータ空中線，電気

　4学会連合大会1963

森脇研究室（昭和24年度～）

教　授　森　脇　義　雄

電気回路学，パルス回路，放射線計測

　本研究室は第二工学部発足以来，高周波回路，パルス

回路とこれに関連した機器の理論的ならびに実験的研究

を行なってきた．高周波帯域増幅回路，表面波線路，擬

似トラピック装置等の研究はそれぞれの分野で電子通信

工学界に少なからぬ貢献をしてきたが，最近の10年間は

主として高性能パルス波高分析器の開発および論理回路

の研究を行なっており，昭和38年からは高羽研究室もこ

れに協力している．1959年2月から1960年8月まで米国

ブルックリン工科大学に客員教授として滞在し，接点数

最小の接点回路を求めるアルゴリズムを確立した．なお

1960年にロンドン，1963年に東京で開かれた国際電波科

学連会総会，1965年に東京で開かれた日米一次刊行物編

集者会議に日本代表として出席した．

　1．　パルス波高分析器に関する研究（昭和31年度～）

　放射線のエネルギー分布を測定するのに広く用いられ

ている波高分析器には，簡単で安価な単一チャネル型と，

測定時間が短いが高価である多チャネル型とがあり，後

者には記憶装置に磁心を用いる高速高価なものと，遅延

線路を用いる低速安価なものがあって，それぞれ一長一

短を有している．これら各種の波高分析器について，測

定時間を短縮し，計数落しを少なくして，性能を向上さ

せるために，下記のような研究を行なった．

　1．1　高速度掃引式単一チャネル波高分析器に関する研究1’2）

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32～34年度）
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　出力表示部に新しく考案した高速度計数率計を用いて

従来のものに比して測定に要する時間を数分の一に短縮

することができた．

　1．2　待合せ方式による多チャネル波高分析器の高速度化に関

　　する研究・・8・…　（昭和34～36年度）

　入来パルスの間隔がランダムであることを利用して，

待ち合せ回路（パルス伸長回路と直線ゲート回路を組み

合せたものを，ダイオード・マトリクス回路で制御する

方式）を1～3個設けることにより，計数損率を1／3～

1／100に減少させることができた．

　1．3　パルス分配方式による多チャネル波高分析器の高速度化

　　に関する研究3》・。）・3）・5〕・9）（昭和34～43年度）

　通常の波高分析器はA－D変換器1個でパルス波高を

パルス数に変換しているのに対し，2～3個のA・－D変換

器を設けて入来パルスをあいているA－D変換器に加え

るようにすれば，計数損率を1／10～1／5000に減少させる

ことができる．さらに記憶装置の前にバッファ・メモリ

を置き，またパルス伸長回路に待ち合せの機能を与える

ことにより，一層計数損率の減少と計数率の増大を実現

することができた．

　1．4　遅延線を記憶装置とする多チャネル波高分析器の高速度

　　化に関する研究（昭和36年度～）

　磁心記憶装置に比して安価な遅延線記憶装置は記憶容

量を大きくすれば波高分析器としての不感時間が大きく

なるために，従来簡易型分析器に用いられていたに過ぎ

なかったが，不感時間を短くするために，下記のような
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各種の研究を行なった．（1）入来パルスの波高をパルス

数に変換して，数個の一時記憶用計数器にたくわえ，こ

れを次の記憶周期中に遅延線に書き込む方式9）11）．（2）

短い数本の遅延線を並列に使用する方式9）12）．（3）短い

一時記憶用遅延線と長い主記憶用遅延線とを用いる多段

遅延線方式20）．これら諸方式を通じて，遅延線をNRZ

（non・retun－tQ－zero）方式で使用することにより，パルス

密度をほぼ倍加し，各方式の実用化も行なったが，（3＞

が最も有望である．（2）（3）の方式および遅延線記憶装

置については高羽研究室の緊密な協力を得た．

　2．　論理回路の構成に関する研究（昭和34年度～）

　グラフ理論を応用して，接点数最小なる接点回路を求

めるアルゴリズムを確立した4）5）7）．また順序回路の内部

状態の遷移についても考察を行なった17）．なお大規模集

積回路の構成の一方法であるカットポイントアレーの解

析・構成および故障診断に関する研究も行なった18）21）．

　3．　高速度パルス回路の応用に関する研究14）16）22）（昭

　　和31年度～）

　波高分析器以外にも，高速度パルス回路の各方面への

応用について，高羽研究室と協同で研究を進めている．

トンネルダイオードを用いたバーニア式時間分析器では

約1ナノ秒の分解時間をえた．変換時間の短い逐次比較

型A－D変換器の直線性の測定を容易にするための直視

型測定器，ステップ・リカバリ・ダイオードによるピコ

秒パルスの発生についても試作研究を行なった．

発　　表　　論　　文

1）森脇，河村：計数率計の高速度化，生産研究，10，5，1958

2）森脇，河村：高速度掃引式シングルチャネル波高分析器，第3回

　　日本アイソトープ会議報文集，1　一・5，1959．9；生産研究，12，1，

　1960．1
3）森脇河村，寺川：波高分析器用パルス分配回路，電気通信学会

　全国大会論文集，377，1959。10

4）S．Okada，　Y。　Moriwaki．＆K．P．　Young：Realization　of

　Boolean　polynomials　based　on　incidence　matrices，　Proc　of

　Eastern　Joint　Comp、　Conf．，　Dec．1959

5）森脇：最も一般的な最小接点回路の設計法，電気4学会連合大会

　講演論文集，13，1961・4

6）森脇，河村，寺川：待合せ方式による多チャネル波高分析器の高

　速度化，電気4学会連合大会講演論文集，527，1961．4

7）Y．Moriwaki：Further　contributions　to　the　realization　of

　Boolean　polynomials　based　on　incidence　matrices　and　its　pro．

　gramming　on　the　IBM　650　computer，　Research　Report　of　the

　Polytechnic　Institute　of　Brooklyn　PIBMRI・938－61，Aug．1961

8）森脇，河村，寺川：待合せ方式による高速度多チャネル波高分析

　器，第4回日本アイソトープ会議報文集，D－20，1961．10

9）森脇，河村，三輪，水越：遅延線を記憶装置とする多チャネル波

　高分析器の高速度化，第4回日本アイソトープ会議報文集，D－22，

　1961．10
10）森脇，河村：高性能多チャネル型波高分析器，生産研究，14，1，

　1962．1
11）森脇，三原，寺川，三輪，林，西本；高計数率遅延線路式多チャ

　ネル波高分析器用一時記憶装置，第5回日本アイソトープ会議報

　文集，A／d－24，1963．5

12）森脇，高羽，生沼：並列遅延線路式多チャネル波高分析器，第6

　回日本アイソトープ会議報文集，A／E－9，1964．11

13）森脇，高羽，嶽沢，生沼：パルス分配式多チャネル波高分析器の

　試作，生産研究，17，1，1965．1

14）森脇，高羽，富岡：トンネルダイオードを用いたタイムアナライ

　ザ，電気4学会連合大会講演論文集，352，1965．4

15）森脇，田淵：パルス分配式多チャネル波高分析器のモンテカルロ

　法による特性計算，電気4学会連合大会講演論文集，285，1966，

　　4
16）森脇，高羽，久保：パルス列発生器を用いたA－D変換特性の直

　視測定，電気4学会連合大会講演論文集，2683，1967．4

17）森脇，河田：有限オートマトンの状態遷移構造，電子通信学会創

　立50周年記念全国大会論文集，5，1967．10

18）森脇，渡辺：カットポイントアレーの合成同上，999，1967．10

19）森脇，高羽，生沼：パルス分配式多チャネル波高分析器の計数損

　率，電気4学会連合大会講演論文集，1805，1968．3

20）高羽，森脇：多段遅延線路式多チャネル波高分析器，生産研究，

　20，　6，　1968．　6

21）森脇，渡辺：反復可変論理回路の関数行列による解析と故障診断，

　電子通信学会全国大会論文集，28，1968，10

22）森脇，高羽，愛沢，前原：S．R．D．対回路によるピコセカンドパ

　　ルスの発生，同上，864，1968．10

23）森脇義雄，斎藤正男：電気回路，朝倉書店，1965．11
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沢井研究室（昭和24年度～）

教授沢井善三郎
電力機器学（電気機器，制御，溶接）

　電気機器ならびにその制御に関する研究を行なうこと

でスタートしたが，生研という立場から，主として生産

工業等への電気機器の応用について研究を行ない，いく

つかの新しい装置の開発を行なってきた．昭和24年以来

横田，稲葉両助手が設計，試作，実験等を分担している．

また一方，生産，輸送等の現場に直接に接触する形で，

自動化の勉強と研究とを行ない，各種プロセスの自動制

御から，オートメーションへと範囲を拡大している．

　1．　抵抗溶接に関する研究1）2）（昭和24年度～）

　本研究室でもっとも古くから行なっている研究で，溶

接の行なわれる機構を明らかにして溶接条件の選定に対

する根拠を与えるとともに，スロープ・コントロール方

式を提唱してきた．この10年間にはSCRを用いて3相

電源から低周波数の単相交流をえる抵抗溶接機用の周波

数変換器を完成したほか，長期にわたり日本溶接協会電

気溶接機部会副委員長として規格の制定等に関与した．

また昨年9～10月にはアメリカ，ヨーロッパに出張し，

多量生産用の各種溶接装置につき調査研究を行なった．

　2．　巻取機の制御に関する研究3－7）（昭和32～38年度）

　帯状または線状の品物の製造工程で要求される張力の

自動制御につき，ワイヤを対象として研究を行なった．

この場合張力を検出してフィードバック制御を行なう方

法は，ワイヤの送給速度が大きくなると不安定になりや

すい．これに対し巻取機の巻取動力を正確に検出して巻

取速度を変化させる新しい制御方式を開発し，かなりの

成果をあげることができた．これに対する理論的検討も

行なっている．また張力制御に関連し，送り出し側リー

ルの制動に使用する直流発電機の速度制御につき一つの

方式を提案し，実験による裏付けを行なった．

　3．　客車暖房の自動制御8）（昭和36～38年度）

　この研究は国鉄の依頼で車両電気協会が引き受けたも

のであるが，実験に際して本研究室で考案レた制御装置

が採用された．客車はかなり熱容量が大きく，単なるフ

ィードバック制御では温度の変動が大きくなりすぎる．

これに対し，温度検出を複数個所で行なうカスケード制

御方式を利用することにより，快適な暖房を行なおうと

発　　表　　論　　文

1）沢井：抵抗溶接における溶接条件選定上の基礎的問題，溶接界，

　13，　1，　1961

2）沢井，原島：SCRを用いた抵抗溶接機用周波数変換器，電気4学

　会連合大会講演論文集1290，1965

3）沢井，稲葉：電動巻き取り機の制御，第2回自動制御連合講演会

　論文集，1959

4）沢井，稲葉：巻き取り張力制御系の一考察，電気4学会連合大会

　講演論文集266，1960

5）沢井，稲葉，川瀬：動力を検出値とする巻き取り張力制御装置の

ユ10
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するものである．無入制御にしたいこと，電気と蒸気の

自動切り換を行ないたいこと，安価であることなど困難

な要求があったが，試作装置による結果は好成績で，常

盤線の列車で実施された．

　4．　精製糖工程の総合自動化の研究9）（昭和37～42年

　　度）

　第2部森研究室および第3部山口研究室と協同で行な

ったもので，精製糖工場の新設にあたり，プロセス操業

の大幅な自動化を目指した研究である．結晶かんを含む

精製糖の各種プロセスに対して，シーケンス制御，フィ

ードバック制御およびフィードフォワード制御の採用，

ITV，電子計算機の導入，その他いくつかの新しい考案

を行ない，操業人員を従来の約1／3に減ずることができ

たのは，大きな成功であった．これに関する発表により，

昭和43年度計測自動制御学会技術論文賞を授与された．

　5．　電磁誘導といに関する研究10）11）（昭和38～42年度）

　電磁誘導の原理により，溶融金属を間接に駆動しよう

とするもので，冶金，鋳造等の工場自動化の一部として

関心がもたれている．本研究室においては，大小2台の

還流式電磁誘導といを試作し，水銀ならびに溶融ハンダ

を使用して実験し，一般的な設計に対する基礎的考察を

行なった．

　6．パルスサーボの計量への応用12）（昭和42年度～）

　プロセス自動化には連続計量がつきものであるが，速

度がはやい場合計量精度をよくするためには，計量シス

テム全体を一つのサーボ系と考えて，検討する必要があ

る．その一例として計量装置にパルスモータを使用する

方式につき研究中である．

　T．　その他13－17）

　電気機器は各種プロセスにおいて制御要素として使用

されることが多く，この見地から直流電動機の速度制御，

磁気増幅器の動作，インバータによる2相サーボモータ

の駆動等について研究を行なった．また昭和38年度より

は，千葉実験所試験溶鉱炉の送風量の自動制御を担当し，

これに関連したいろいろの実際的問題を解決してきた．

　解析，電気4学会連合大会講演論文集1140，1963

6）沢井，稲葉，川瀬：クレバキンのInvariance　Principleとその張

　力制御系への応用，計測と制御2，12，1963

7）沢井，稲葉：直流発電機を用いた制動装置の速度制御，計測自動

　制御学会第3回学術講演会論文集427，1964

8）沢井，横田，川瀬：客車暖房のカスケード制御装置，生産研究15，

　9，’1963

9）沢井，森，山口：精製糖工程の総合自動化システム，計測と制御

　6，　2，　1967
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10）沢井，稲葉，川瀬：試作電磁誘導といについて，電気4学会連合

　大会講演論文集1300，1965

11）川瀬，沢井：電磁誘導樋の設計に関する基礎的考察，電気学会雑

　誌，87，8，1967
12）沢井，宮崎，里：自動送錘式計量装置について，生産研究，20，

　6，1968
13）沢井，鄭：直流電動機電機子電流の速応制御，生産研究，12，1，

　1960
14）沢井，稲葉，里：逆起電力法による直流電動機速度制御の一方式，

　生産研究19，3，1967

斎藤研究室（昭和24年度～）

教　授　斎　藤　成　文

マイクロ波工学

　マイクロ波電子管電子ビーム雑音および低雑音パラメ

トリック増幅器に関する研究を行なって来たが，レーザ

装置の出現と共にマイクロ波領域の拡張としてレー一ザの

エレクトUニクス分野への応用に関する研究を採り上げ

ている．一方東京大学観測ロケット特別事業の一環とし

てスペース・エレクトロニクスの分野，特にマイクロ波

関係の研究を行なっている．この間，電子通信学会より

昭和33年，35年および36年度の3回論文賞を，また昭

和40年度には同学会より業績賞を受賞した．

　1．　電子ビーム雑音に関する研究1）－5）（昭和32年度～）

　担当研究者が米国MIT留学中行なった電子ビーム雑

音パラメータ（S，11）の測定に関する研究1）に引続き，

その精度向上につとめ，当時大学院学生であった藤井と

共に封じ切り電子管による測定法を考察し，数多の新し

い結果を得た．またマイクロ波によって変調されたレー

ザ光を陰極に当てることにより，信号光電子の振舞より

陰極前面電位最小点付近の雑音軽減率を実測することに

成功した．なお本研究は現在藤井研究室に引継がれてい

る，

　2．低雑音パラメトリック増幅器に関する研究6）一’11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和33年～40年度）

　マイクロ波帯における低雑音増幅器として極めて優れ

た特性をもつダイオー一ド型パラメトリック増幅器につい

て開発研究を行ない，観測ロケット追尾用レーダの受信

機として本邦最初の実用に供した．その後この型のパラ

メトリック増幅器の改良を行なうと共に，分布ダイrd　一一

発　　表　　論　　文

1）S．Saito：New　Method　Qf　Measuring　the　Noise　Parameters

　of　an　Electron　Beam，　Trans　L　R．E．，　ED－5，264，1958

2）S．Saito　and　Y．　Fujii：Some　Results　from　the　Measurements

　of　the　Noise　Parameters　in　Electron　Beam，　Proc．　L　R，E，50，

　7，　1706，　1962．　7

3）S．Saito　and　Y．　Fuj三i：Measurement　of　Microwave　Shot．No・

　ise　Reduction　Factor　by　Laser　Light　Induced　Photoemission，

　PrQc．　IEEE，1，25，8，980，1964．8

4）Y．Fujii　and　S．　Saito：Measurement　of　the　Shot．Noise　Re。

　duction　Factor，　Trans．　IEEE，　ED－14，4，207，1967．4

5）斎藤：電子ビ・…ム電磁回路論，オーム社，1960．1

6）斎藤：パラメトリック増幅器回路，電気通信学会誌，42，6，573，

　1959．6

生　産　研　究　　261

15）沢井，宮本，横田：磁気増幅器用磁心における磁束逆転，生産研

　究14，7，1962
16）宮本，沢井：磁心における磁束逆転機構と自己飽和型磁気増r幅器

　の動作について，生研報告12，2，1962

17）沢井，原島，里：SCR並列インバータによる2相サーボモータの

　駆動，計測自動制御学会第3回学術講演会論文集221，1964

　　　　　　　　　　　著書
沢井，平塚，塩飽：抵抗溶接，溶接ニュース出版局，1958

沢井：監修と執筆，シーケンス自動制御便覧，オーム社，1964

ド型および電子ビーム型パラメトリック増幅器について

も理論的並びに実験的研究を行なった．これらの成果は

担当研究者が委員長としてとりまとめた文献11）に述べ

られている．

　5．　スペース・エレクトロニクスに関する研究12）－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32年度～）

　上述のごとく東京大学観測ロケット特別事業の一環と

してロケット追尾レーダ，受信大型空中線並びに低雑音

増幅器，科学衛星トラッキング方式等の研究を行なうと

共に，昭和39年度より新設された宇宙航空研究所との協

同研究として鹿児島宇宙空閥観測所のロケット発射シス

テムについての研究を行なっている．

　4．　レーザのエレクトロニクス分野への応用に関する

　　研究15）～26）（昭和37年度～）

　レーザの出現以来そのエレクトロニクス分野への応用

を目標として，レーザ電磁回路素子，変復調回路ならび

に伝送回路等レーザ通信の基礎的研究を行なっている．

　　　　　　　　　　　　　　　o特にNe－Heガスレーザ（6328　A）およびCO2ガスレ

ーザ（10．6の　に対しては電々公社通信研究所の委託お

よび東洋レーヨン科学技術研究助成（昭和38年度）を受

け，・その基本電磁回路素子を完成した．

　さらにレーザの工業的応用として上述の基礎研究の成

果をもととし，高圧送電線の線上大電流の遠隔測定装置

を試作し，レーザCTとして実用化試験の段階にまで至

っている．

7）斎藤：Parametric　Elementsを含む伝送回路，電気通信学会誌，

　44，　6，　573，　1959．　6

8）斎藤：パラメトリック増幅器の雑音指数，電気通信学会誌，43，

　8，　779，　1959．　8

9）斎藤：電子ピー・一一ム形パラメトリック増幅器，電気通信学会誌，44，

　4，　6Q6，　1961．　5

10）斎藤：低雑音増幅器特集，総論，電気通信学会誌，46，4，431，

　1963．4
11）斎藤：パラメトリック増幅器便覧，総論（第1章），電気学会編

　1967．10
12）斎藤：スペース・エレクトロニクス，電気学会誌，82，888，1509，

　1962．9
13）斎藤，他：鹿児島宇宙空間観測所の発射用地上設備，東大宇宙航

111



262　21巻・5号（1969・5）

　研報告，2，1，247，1966．3
14）高木，斎藤，野村：東京大学におけるスペース・エレクトロニク

　スの開発研究，電子通信学会誌，50，6，1095，1967．6

15）斎藤，長谷部：東京大学宇宙空間観測所の設備について，航空学

　会誌，16，171，126，1968．4
16）S．Saito　et　al．：Detection　and　Amplification　of　the　Microwave

　Signal　in　Laser　Light　by　a　Parametric　Amplifier，　PrQc．1。

　　R．E．，50，11，2369，1962．11
17）S．Saito　et　al．：The　Versatile　Point・Contact　Diode，　Electro．

　nics，　83，　1963．　1

18）S．Saito　et　a1，：Detection　and　Amplification　Qf　the　Microwave

　Signal　in　Laser　Light　by　a　Parametr量c　Diode，　Proc．　of　the

　Symposium　on　Optical　Maser，　Polytechnic　Institute　of　Bro・

　oklyn，567，　New　York，1963
19）S．Saito　and　Y．　Fujii：On　the　No三se　Performance　of　a　Pho・

　to．parametric　Amplifier，　Proc．　IEEE，52，8，978，1964．8
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20）S．Saito　et　aL；ALight　Circulator　ttsing　the　Faraday　Effect

　of　Heavy　Flint　Glass，　Proc．　IEEE，52，8，979，1964．8

21）S．Saito　and　T．　Kimura：Demodulation　of　Phase．MQdulated

　Optical　Maser　Bearn　by　Auto－Correlation　Technique，　Proc．

　IEEE，52，9，1048，1964．9
22）斎藤，木村：自己相関を用いた位相変調光の復調，電気通信学会

　誌，48，3，418，1965．3
23）S．Saito　et　a1．：The　Laser　Current　Transformer　for　EHV．

　Power　Transmiss三〇n　Lines，　IEEE，　QE－2，8，255，1966．8

24）S．Saito　et　a1．：Deve！opment　Qf　the　Laser　Current　Transfo－

　rmer　for　Extra・High－Voltage　Power　Transmission　Lines，

　Trans．　IEEE，　QE－3，11，589，1967．11

25）斎藤：レーザ特集，総説，電子通信学会誌，51，4，414，1968．4

26）斎藤，外：レー一ザを利用した無接触超高圧変流器，電気学会誌，

　88，　959，　1541，　1968．　8

野村・安田研究室（昭和24年度～）

教授野村民也（昭和41年4月宇宙研，併任）
電力制御工学（昭和36年12月まで）

超高層観測機器学（昭和37年1月～40年3月）

助教授　安　田　靖　彦

超高層観測機器学（昭和38年4月～40年3月）

マイクロ波工学（昭和40年4月～）

　電力制御工学に関連する仕事として，従来に引き続い

て電子管式アナログコンピュー一タ（その後アナログ電子

計算機という名称が普通となった）の基礎，および応用

に関する研究，特に自動プログラミング方式に関する研

究を進めた．

　これと並んで，昭和30年以来の観測ロケットのエレク

トロニクスに関する研究が，その規模の拡大に伴って次

第に大きな比重を占めるようになった．昭和36年度，超

高層観測器学部門の新設により，野村教授はその担当と

なり，昭和38年度よりは安田助教授を迎えて，特にテレ

メータ，コマンド等の情報伝送方式を中心として，広く

スペースエレクトロニクスの発展に寄与している．昭和

40年度，野村教授は宇宙航空研究所に配置換えとなった

が，引き続いて生研の併任として，安田助教授と共に最

近はスペースの分野のみならず，高速度デー一タ伝送，画

像通信等の研究を強力に推進している．

　1）　アナログ電子計算機に関する研究1）一’6）（昭和39年

　　3月まで）

　特に自動プログラミング方式に関し，昭和34・35両年

度，文部省科学試験研究費の補助を受け，所外研究者の

協力もえて，パラメータの自動設定変更，iterartion計

算方式の実用化などの研究を進めた．一方，digita1技術

を利用するアナログ演算要素の開発を行ない，その研究

は今日のハイブリッド計算機に関する研究にまで発展す

るに至った．

　2）磁気テープ録音式多チャンネル自動オシログラフ

　　の研究7）8）（昭和34～36年度，藤高・河村研究室と共

　　同）

　電力系統における偶発的な異常電圧の実態を把握し，

系統の適当な設計基準を与える資料とすることを目的と

するもので，観測ロケットのテレメー一タ方式から着想を

えて，PWM方式によって磁気テープ上に，200　c／sの

レスポンスで信号を8種まで多重記録しうる装置の開発

を行なったものである．偶発的現象は一端はエンドレス

テープに蓄積され，ついで主テープに移される仕組みと

なっている．試作研究は中間試験研究費の補助を受けて

行なわれた．

　3）観測ロケット及び科学衛星のエレクトロニクスに

　　関する研究9）一一24）

　昭和30年に開始された観測ロケットの開発研究は，昭

和34年度よりカッパ8型の開発に入り，以後今日まで次

第に，大型，高性能のロケットの開発へと進み，最近は

科学観測用衛星の打上げを計画するまでに至っている．

このような宇宙観測の規模の拡大に伴って，関連するエ

レクトロニクス諸装置の発展も著しいものがある．当研

究室もその多くに関与してきたが，中心をなしているも

のは，テレメータ，コマンド，塔載用テレビジョン装置

など，主として情報伝達に関するものである．

　昭和34年度には，FM－FM方式のテレメータ装置がほ

ぼ完成の域に達し，全固体方式の装置も，昭和35年度に

は実用しうるに至った．通達距離も数千kmの遠距離を

達成し，野村教授はこうした業績によって，昭和34年に

は電気学会より振興賞を，昭和41年には電気通信学会よ

り業績賞を受賞している．

　昭和38年には，PCM方式のテレメータ装置の開発に

着手し，一方でPCM－PAMハイブリット方式の研究を
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卜

進めると共に，フレーム同期の問題を取扱い，その成果

は科学衛星計画に採り入れられている．最近は，惑星間

の探測における，超遠距離の通信方式に関連して信号構

成，同期方式，信号検出法等広い範囲にわたる基礎研究

を進めつつある．また，情報の冗長度圧縮に関する研究，

SS－FM方式のテレメータ装置，高速度PCMテレメー一

タ装置の開発などもあわせて行なわれている．コマンド

はロクーンおよびラムダ型ロケットの保安用としてトー

ン方式の装置の開発が行なわれ，その後，科学衛星計画

に関連して，15ビットのPN信号を用いるディジタルコ

マンド方式（15項目）の研究を行なった．現在はその拡

張として，はるかに多数項目が可能な方式について開発

を進めている．

　4）画像通信に関する研究25）26）27）

　最近脚光をあびつつある画像通信の分野に注目し，昭

和41年頃から総合的研究に着手した．特に当面の具体的

テーマとして新聞界で要望の極めて強い紙面電送用の広

帯域ファクシミリ（48kHz群帯域使用）の高速度伝送に

取り組み，新らたに3値アナログ伝送方式を提案し，回

線の位相ひずみ補償法に独自の方法を考案して，品質を

下げることなく，従来の半分に相当する4分間で1枚の

紙面を電送する装置の開発に成功した．

　5）　高速度データ伝送に関する研究28）一’32）

　電信，電話に対して第3の通信といわれるデータ伝送

に関する研究を昭和41年頃より開始した．まず位相変調

方式の特性改善に関して理論面から，種々の検討を行な

い，二三の成果を得た．次いて残留側波帯方式の理論的，

実験的検討を行ないその優秀な通信能率を確認した．ま

た，最近では高速度伝送において従来知られている各種

の多元符号化伝送方式と根本的に異なる高密度伝送方式

を提案し，その通信能率が前者よりすぐれていることを

示した．この方式の実現可能性を実証するため実験的検

討も合せ行なっている．

　なお，安田助教授は大学院時代の研究ならびに本所に

おける上記研究に対し，昭和38年，40年，42年にそれぞ

れ，電気通信学会論文賞，テレビジョン学会丹羽・高柳

賞，および電子通信学会米沢記念賞を受けている．

発　　表　　論　　文

1）野村：電子管式アナログコンピュータの代表的解法と蜜定条件，

　　電気4学会連合大会，277，1958．5

2）野村他：ダイオードコンデンサ記憶装置，電子計算機専門委員会

　資料，1960．2
3）野村：アナログ電子計算機，コロナ社，1960．9

4）野村他：数値式非線形演算器に関する一考察，1電気4学会連大論

　文集，398，1960．7

5）野村他：数値式関数発生器に関する試案，電気学会東京支部大会

　論文集，67，1960．10
6）野村他：ディジタル割算回路，電気学会東京支部大会論文集，

　1963．10
7）野村他：多チャネル磁気録音式情報蓄積装置，電気学会東京支部

　大会論文集，1958．10

8）野村他・偶発現象自動多重蓄積装置，電気学会東京支部大会論文

　集，1961．11
9）野村：カッパロケットのエレクトロニクス，電気通信学会航空電

　子機器専門委員会資料，1959．4

10）野村：ロクーンテレメータリングについて，同上，1960．1

11）野村：ロケット用無線テレメータ装置，エレクトロニクスダイジ

　　ェスト，17，p．55，1960，4

12）野村：ロケット用テレメータ，同上26，p，113，1961．1

13）安田：PCM－PAMハイブリッド通信方式，電気4学会連大，1582

　　1964．6

14）Nomura，　Yasuda：APCM－PAM　Hybrid　Telemetry　System：

　National　Telemetering　Conference，　June　1964

15）野村，安田，神子：PCM－PAMハイブリッド通信における送信

　電力の最適配分，電気4学会論文集，2112，1965．4

16）野村，安田，神子：ディジタル通信のフレーム同期に関する一考

　察：電気通信学会全国大会論文集，S11－18，1965．11

17）野村，安田，高木：宇宙飛しょう体用超遠距離コマンドの一方式，

　電気通信学会全国大会論文集，1889，1965．11

18）安田，村田：PN符号の循環検出による遠距離コマンド方式，生

　　産研究18，12，p．10，1966．12

19）安田，村田，他：テレメータデータ圧縮伝送の一方式，電気4学

　会連大論文集，2393，1967．10

20）Nomura，　et　a1．；An　SS－FM　Telemetry　System　Capable　of

　　Transmitting　O～3　kHz：National　Telemetering　Cenference，

　Apr．1968
21）安田：符号化位相同期通信方式における信号波形の構成について，

　電気通信学会インホメーション理論研究会資料，1967．2

22）安田：無線通信における諸問題，電子通信学会全大論文集，S．12

　－－6，　1967．　2

23）安田：符号理論のテレメータへの応用，符号化と符号理論講習会，

　　目刊工業新聞社，1967．2

24）安田：宇宙飛しょう体のPCMテレメータ，　PCMの基礎と新技

　術，第10章，産報，昭和43年出版

25）野村，安田，村田，野辺田：新聞用広帯域ファクシミリの三値高

　速度伝送方式，電気4学会連大，2063，1968．4

26）野村，安田，村田：時間的に量子化されない二値信号の高速度伝

　送について，同上，2031，1968．4

27）野村，安田，野辺田他：紙面電送用広帯域ファクシミリの高速度

　伝送装置，同上，1969．3

28）安田，村田，野辺田：PCM信号の位相同期三相PSKによる搬
　送波伝送方式，同上，2299，1968．4

29）安田，野辺田：二相変調波の検波方式に関する一考察，電子通信

　学会全大，1274，1967．10

30）安田，野辺田：位相変調に関する二，三の考察，電子通信学会通

　信方式研究会資料，1967．10

31）安田，野辺田：高密度符号伝送の一方式，電子通信学会全大，

　　1249，　1968．　10

32）安田，野辺田：高密度伝送方式と多値伝送方式の誤り率による比

　較，同上，1250，1968．10

渡辺・藤田研究室（昭和37年度～）

教　授　渡　辺　　　勝

講師藤田長子（昭和40年度～）
電子演算工学

渡辺教授は生産技術研究所の発足以来，第1部の応用 数学研究室に所属して，微分解析機を主として，計算機
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械に関する研究を行なってきたが，昭和37年度に電子演

算工学の部門が新設されたのを機会に第3部に移り，以

来同部門を担当して電子計算機の研究を進めている．

　藤田講師は生研の共通施設としての電子計算機室の管

理を主として担当しているが，電子演算工学部門の研究

にも協力している．

　以下には昭和37年以降の電子演算工学部門の研究を記

述することにし，それ以前の研究については生研10周年

記念特集号（「生産研究」11，6）を参照されたい．

　電子計算機の研究には，ハードウェアとソフトウェア

の両面がある．計算機の論理設計やシステム設計，記憶

装置および周辺の入出力機器に関する研究はハードウェ

ア技術であり，計算機を利用する際の，問題記述のため

のプmグラム言語や，これを計算機で処理するたあの翻

訳を行なうコンパイラ，オペレーテイングシステムなど

に関する研究がソフトウェア技術である．従来この両者

はかなり区別されて研究，発展してきたが，最近の計算

機システムにおいては，この両方の研究が混然一体とな

って進められなければならないことが，次第に確立され

てきた。

　すなわち計算機システムの基本設計において，プログ

ラム言語処理が容易であり，オペレーテイングシステム

の運用に適当な構成がなされねばならない．また計算機

の論理設計，製造ならびに保守にあたって，これまでは

人手にたよっていたものに，計算機が積極的に利用され

て自動化が進められている．これらの作業にはぽう大な

ソフトウェアの開発が必要とされる．

　一方，計算機の応用面に関しては，従来の数値計算法

が計算機むきに改良され，その手法も年ごとに進歩，増

大を重ねているが，計算機の利用は最近では数値計算に

限らず，シミュレーションや，記号処理あるいは図形処

理などの，いわゆる非数値的応用が目ざましく増加し，

それらの処理用言語やコンパイラ作成方式などの研究が

進歩してきた．

　当研究室においても，これらの情勢に対応した研究テ

ーマを設定して研究を進めてきた．また昭和37年度に本

所に電子計算機室が開設され，OKITAC　5090　Cが導入

されて以来，その運営に協力してきたが，増大する計算

需要およびオンライン処理の要望にこたえて，昭和43年

度には，新たにFACOM　270－30が導入整備された．当

研究室はその設置ならびに運営に関して，技術的な面で

の中心的役割を果して今日に及んでいる．

　1．　電子計算機のシステム設計に関する研究1）（昭和

　　43年度～）

　従来，計算機の性能向上の手段として，回路の高速化，

記憶容量の増大といった技術が限界に近くなってきた現

在，今後設計される計算機においては，基本思想として，

計算機を使用する際に用いられるプログラム言語の処理
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に適した設計が行なわれることが望ましい。プログラム

言語としては，これまで広く使われてきたFORTRAN，

ALGOLなどもあるが，よりはん用性に富む，新しい言

語PL／1を選び，これを直接に処理できる機械として，

どのような構成のハードウェアを準備すべきか，また機

械の内部言語はどのような形式をとるべきかの研究を行

なった．基本設計を確かめる手段として，既存の計算機

を用いてシミュレー一・一ションを行ない，またこれに関連し

て自動設計の問題や，論理設計における簡単化手法の問

題も検討している．

　2．　ディジタル・システムにおける故障の自動診断に

　　関する研究2）（昭和40年度～）

　計算機の運営にあたって，故障による中断は，高価な

計算時間の損失を招き，運営に支障を来たす点で，きわ

めて重要な問題である．とくに最近普及してきたリアル

タイム用の計算機において，故障の問題は致命的である．

これまで故障の修理は，保守員の技能や経験にたよって

おり，その回復には長時間を要することもあって，管理

者の悩みであった．故障診断には，故障の有無を検出す

る問題と，故障点の指摘を行ない，不良部品を交換する

問題があり，これには，計算機システムを適当にブロッ

ク分けして，その部分単位に対し，適当なテストパター

ンを加える方法がある．与えられた論理回路に加えるべ

きパターンを作成・抽出する方法を系統的に研究し，と

くに計算機を用いて，パターンを作成するプログラムを

開発した．計算機システムとしての診断方法や，自動設

計の過程において診断システムをどのように扱うかが今

後の課題であろう．

　3．並列情報処理システムに関する研究3）（昭和41年

　　～昭和43年度）

　電子計算機の演算処理速度を飛躍的に向上させる手段

として，近年注目されているのは，これまでの計算機が

個々の演算過程をシークェンスとして行なっていた点を

改良して，可能な限りにおいて同時に行なうという並列

処理方式である．計算機のハードウェアとして命令の先

取り，実行を行なう，並列演算ユニットを設けるなどの

方式に加え，問題提出の時点で，並列処理の可能性を指

摘する系統的な方法一アルゴリズムを作ることは重要で

ある．この方問の研究として，問題記述が，これまで広

く使われている逐次処理用のプログラム言語（たとえば

Algo1，　Fortran等）で書かれている場合，このプログラ

ムを並列処理用の機械言語に変換する手法について研究

し，これを織りこんだコンパイラを開発した．

　4．　薄膜記憶装置の試作研究4’－5）（昭和39年～昭和41年

　　度）

　電子計算機の記憶装置の高速化は，回路の高速化とな

らんで，性能向上にかかすことができない．集積回路や

薄膜装置が計算機の素子として利用されてきたゆえんで
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ある．とくに記憶装置に用いられる薄膜線の織成メモリ

は，工法の容易さと高速性のゆえに将来性のある素子で

ある．本試作はこの点を考慮しその実用化をめざして，

とくに周辺回路の設計や読み出し増幅器などの改良を行

ない，高速性を生かす意味で，非破壊の読み出し方式を

採用し，サイクルタイム200nsの装置を試作，実験し

た．

　5．　電子計算機むきの数値解法に関する研究6”7）（昭和

　　38年～昭和40年度）

　電子計算機の普及にともない，従来の数値解法は精度，

速度の点で改良され，また計算機による処理に適した手

法が採り入れられてきた．常微分方程式に対して，古く

から有名なRunge－Kuttaの方法についても，記憶容量

の節約や丸め誤差の累積をフィードバックして抑制する

Gillの方法や，これをさらに改良して有理数のみで処理

するBlumの方法が提案されている．これらの方法の精

度を比較検討した．また従来の方法では解が発散して求

められなかった2，3の実例（エンジンの燃焼度計算，

化学的自励振動現象の計算など）に対して，誤差による

積分の刻みを制御するMersonの方法の適用を行ない，
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これを解決することができた．

　6．観測ロケット計画における電子計算機の応用8’9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和34年度～）

　観測ロケットの開発にあたって，計画の当初より計算

機が応用されてきた．初期には機械式微分解析機が用い

られ，ついでOKITACに対して，性能計算のプログラ

ムが開発された．この時代は，計算機の性能からくる制

約と，性能計算の精度の条件がゆるかったので，質点モ

デルでの計算で間にあっていた．しかしnケットの大型

化と姿勢制御など，高性能の要求が出るに及んで，軌道

と姿勢を組み合せた，いわゆる6自由度の運動方程式を

解く段階に進んだ．これに対しては大型計算機HITAC，

あるいはハイブリッド計算機などを利用している．この

研究は野村教授らと協同して行なっている．

　またロケット追跡用精測レーダとオンラインで結合し

て，飛しょうデータの実時間処理を行なうコンピュータ

の開発にも，斎藤，浜崎教授および日本電気関係技術チ

ームと共同で，システム設計およびプログラム開発を行

なった．

発　　表　　論　　文

1）渡辺，杉本：PL／1　reducerおよびDirect　Processor，昭和43年

　度情報処理学会第9回大会講演，1968．12

2）渡辺，杉本：ディジタルシュラムにおける自動故障診断，生産研

　究21，1，1969
3）野村：並列多重処理計算機システムのコンパイラプログラムに関

　する研究，東京大学電子工学課程一修士論文，1968

4）渡辺，荒木：磁性薄膜を用いた非破壊読出し高速記憶装置，生産

　研究18，9，1966
5）渡部，松下：円筒形織成薄膜記憶素子を用いた高速記憶装置，生

　産研究17，7－8，1965

6）藤田：Runge－Kutta・Mers。nによる常微分方程式の数値的解法，

　生産研究16，3，1964
7）岡本：チェビシェフ多項式による関数近似について，生産研究16，

　8，1964
8）渡辺：OKITACによるロケットの性能計算，沖電気時報，33，

　2，62号，1965
9）渡辺，岡本：ディジタル計算機による性能計算，生産研究15，7，

　1963

劇夫脚守嗣上魅轟
研授電上　用尾教応

　水晶，圧電セラミック等の圧電振動子，発振器，ブイ

ルタ等機械振動を利用した機能部品さらに超音波とレー

ザ光との相互作用を利用した情報処理装置の研究に重点

をおいてきた．

　また超音波，渦流等の電気的非破壊検査の研究を行な

炉，とくにオン・ライン自動探傷の実現に努力している．

　昭和36～37年，41年に米国ベル電話研究所において，

超音波遅延回路，高結合圧電材料の研究に従事し，また

昭和41，42年国際会議出席のため欧米各国を訪れた．

　1．　圧電振動子の研究

　電気機械結合係数の非常に大きい圧電セラミック材料

の登場にともなって，従来の結合係数が小さいという仮

定のもとにたてられた振動理論，測定法は全面的に改訂

を要することになった．したがって高結合の影響を考慮

してよこ効果およびたて効果の各種モードに適用できる

厳密な式および実用に便利な近似計算式を導き，それに

基づいて振動子定数，材料定数の測定法を確立した1）2）．

　振動モードの解析はエッジ・モード3）4），円板の非軸対

称振動5）および屈曲振動6），結合振動理論の拡張7），副振

動8）などについて行ない，いずれも実験とよい一一“致をみ

た．

　また新らしい高結合圧電結晶であるLiNbO，，　LiTa－

039），Bi12GeO2010）の弾性，圧電定数の決定を行ない，圧

電振動子としての検討を行なった．

　2．電気機械フィルタおよびジャイレータの研究

　各共振素子も電気機械変換が可能な材料，構造の電気

機械ろ波器を考案し，さらに等価回路定数が組み合てた

状態で測定出来，設計値との照合，調整が可能なことを

示した11）．また圧電，圧磁変換の共用によるジヤイレー

タを実現し，全周波数にわたって逆方向伝送が阻止でき

るアイソレータを構成した12）．さらに複雑な機能をもつ

電気機械回路網の実用をめざして研究をすすめており，
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分波器などを実現した．

　3．　超音波遅延回路の研究

　超音波遅延回路をディジタル回路に応用する際に重要

な直流パルス伝送特性を明らかにした13）．また高結合セ

ラミックを変換子に使う際の問題点を明らかにし14），さ

らに駆動特性と伝達特性の関連とそれを利用した媒質損

失の測定法を与えた15）．媒質内の波動伝播については，

丸捧内のモード16），各種ラインの機械インピー一ダンス17）

などを求め，また遅延温度特性の向上を目ざしてフエラ

イト，零温度係数ガラスなどの特性を明らかにし，さら

に人工水晶の利用を検討している。

　また透明媒質中の超音波とレーザ光との相互作用の応

用に研究を進め，ブラッグ反射の特性，光弾性ラインの

特性などを明らかにした．

　4．多重モード圧電フィルタの研究

　従来の振動子と異なり複数箇のモードを利用して，外

部素子を用いず直接フィルタが構成できるのが特長であ

る、エネルギとじこめ型，縮退型，多通過域型，パラメ

トリック型など各種のフィルタを開発した18）．とくにエ

ネルギとじこめ型はモノリシックな構造が可能で，高周

波フィルタの新しい分野をひらいたものである19）20）．ま

た縮退型についてはスプリアスの少いたて一屈曲型につ

いて詳細な検討を行なった21）22）．

　5．　電気的非破壊検査の研究

　超音波探傷は板波による薄板などの検査法の実用化に

努力した23）－25）．　渦流探傷については検出コイル26）27），

検出回路，データ処理など全面的に新らしい視点から再

検討を加え，完全自動探傷を目ざしている．

発　　表・　論　　文
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　4）尾上：Frequency。f　Edge　Mode　of　Isotropic　Thin　Rectangu・

　　lar　Plate，　Circular　Disks　and　Red，　J．　Acoust．　Soc．　Am，33，
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　換特性，電気通信学会超音波研究会資料（1963－1）Proc　4th　Int．

　Cong　Aconst，（Copenhngen）N44，1962．
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17）尾上：ねじり波およびすべり波を使った超音波遅延回路の入力機

　械アドミッタンス，電気通信学会超音波研究会資料（1964－6），J．

　Aconst　SQc．　Am．35，1003，1963．
18）尾上：Multiple　Mode　P三ezoeletric　Resonat。rs　and　its　Applica・

　tion　to　Filters　and　Parametric　Devices，　Proc．6th　Int．　Cong．

　Aconst．（Tokyo），　G－3－6，1968．

19）尾上，十文字：エネルギとじこめ圧電共振子の解析，電気通信学

　会誌48，1574，1965．
20）尾上，十文字，小堀・High　Frequency　Crystal　Filters　Emp1。y－

　ing　Multiple　Mode　Resonators　Vibrating　in　Trapped　Energy

　Modes，　Proc，20　th　Freq　Control　Symp．2661966．

21）十文字，尾上：たて屈曲多重モード振動子の振動解析，電子通信

　学会誌51A，110，1968．
22）十文字；Analysis　of　Longitudinal　and　Flexural　Multiple　Mode

　Resonators，　Proc．6th　Int．　Cong。　Acoust．（Tokyo）G－3－7

　1968．
23）尾上：板波による超音波探傷法，非破壊検査，10，135，1961．

24）尾上，山田：板波用接触子の長手方向指向性による多重姿態励振．

　ibid．，　15，　255，　1964。

25）尾上，山田：板波の減巾曲線の多重伝播姿態による波打ちについ

　て，ibid，13，308，1964，

26）尾上，市川：渦流検査用コイルに関する考察，ibid．16，199

　1967．
27）尾上：導体に近接した有限長ソレノイドコイルの解析，電気学会

　　誌88－10，No．961，1894，1968．

安達・生駒研究室（昭和24年度～）

教　授　安　達　芳　夫

助教授生駒俊明（昭和43年度～）
半導体電子工学・情報処理工学・通信機器学

　従来の安達研究室に昭和43年4月から発足した生駒研

究室を加えた研究室群で，主として各種トランジスタを

中心とした半導体電子部品および集積回路の電子材料学

的研究に研究の重点をおいており，しいて区分すれば安

達は第IV族半導体（現在は主としてSi），低周波域，

表面現象を，生駒は第III－V族金属間化合物半導体（現

在は主としてGaAs），超高周波域　バルク効果を分担

研究している．また安達は電子部品の信頼性，および信

頼性保全性工学の理論的研究も，生駒は超高周波用半導

体能動素子のニュー一ロン回路等への応用研究も行なって

いる．歴史的には，昭和36年度までは合金接合および成

長接合トランジスタ・ダイオードの製法・特性改善研究
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が中心であったが，昭和37年度からエピタキシァルトラ

ンジスタ，昭和40年度から電界効果トランジスタおよび

薄膜回路，昭和43年度から電子遷移効果素子の研究が加

えられた，

　この間，安達は昭和39年3月より1年間文部省在外研

究員として米国に出張，コーネル大学客員教授としてト

ンネルカソード・半導体レーザの研究に従事，また昭和

41年6月より約1カ月間，国際会議（OECD一経済開発

協力機構一のEXACT会議と　IEC一国際電気技術委員

会一のTC　40，47および56）に出席のため欧州に出張

した．

　1．接合トランジスタおよび接合ダイオードのパルス

　　特性2）一“5）（昭和31年～38年度）

　各種接合トランジスタに適用できるスイッチ時間（立

上り時間，少数キャリヤ蓄積時間，減衰時間）の一般理

論式を導出し実験と比較した．またEbers－Mo11の理論

式およびBeaufoy－Sperksの理論式と比較検討した．ま

たこの研究に関連して裏関数に拡張誤差関数を含むラプ

ラス変換表も作った．（一部文部省科学研究費）

　2．　接合トランジスタの超高周波特性6）7）（昭和37年～

　　昭和39年度）

　0．5MHzから1，5GHzまでの周波数域についてメサ

形，エピタキシアル形を中心に各種トランジスタの高周

波四端子定数を測定し，その動作機構や等価回路などの

解析を行なった．また寄生素子の影響を知るために各種

トランジスタヘッダの等価回路定数を測定より求め，電

子計算機用プログラムを作成して寄生素子の除去計算の

簡便化をはかった．

　3．　トランジスタ用半導体の表面現象1）12）13）（昭和31

　　年度～）

　トランジスタに用いる半導体の表面量子状態の性質を

知るために，成長接合トランジスタを用いてふんい気を

真空，水蒸気，アルコールと変化したり，MOS電界効

発　　表　　論　　文

1）安達，磯村，市川：npn成長接合トランジスタのベース域表面に

　生じたp型チャネルについて，昭和35年電気4学会連合大会講演

　論文集1499，1960．7
2）安達，真鍋：理想的な合金接合ダイrt　一一ドおよびトランジスタの

　スイッチ時間（理論），昭和36年電気4学会連合大会講演論文集，

　1337，　1961．　4

3）真鍋，安達：合金接合トランジスタのスイッチング時間（立上時

　間と蓄積時間）について，昭和36年電気4学会連合大会講演論文

　集1338，1961．4
4）安達：拡張誤差関数を裏関数に含む新しいラプラス変換式，生産

　研究，13，6，203－208，1961．6

5）安達，渡辺：関数1ユ（x；Xl，　x2）と12（x；Xl，　x2）の性質，生産

　研究，13，6，209－212，1961．6

6）安達，後川，真鍋，市川：エピタクシャルトランジスタの超高磁

　波特性，昭和37年信学会全国大会講演論文集，S9－4，1962．11

7）真鍋：トランジスタの高周波特性のバイアスによる変化一ゲルマ

　ニゥム・メサ型トランジスタについて一，生産研究，16，4，97，

　1964．4
8》安達，塚田：信頼性における極値統計学的手法（特に二重指数分

　布について），信学誌，47，11，1739－1749，1964．11

9）安達，塚田：極値統計学的手法を用いた冗長系の最適設計，昭和
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果トランジスタやダイオードを用いて半導体表面の電界

強度・温度などを変化して，slow　statesやfast　states

がトランジスタやダイオードの電気的性質（例：チヤネ

ル伝導，動電容量，雑音）におよぼす影響を調べた．（一

部受託研研費）

　4．MOS形電界効果トランジスタの雑音特性14）～17）

　　19）20）（昭和42年度～）

　MOS形電界効果トランジスタの低周波領域における

雑音特性，および雑音とSi－Sio2界面にある表面量子状

態との関係を究明するために，MOS形トランジスタの

発生する雑音電力および雑音指数の周波数依存性（25Hz

～25kHz），信号源抵抗依存性（50Ω～10MΩ），ゲート

およびバルクバイアス電圧依存性，温度依存性（77°K～

300°K），およびトランジスタの材質・寸法がおよぼす影

響を調べた．その結果，1／f雑音電力は，チヤネル長の

3乗に逆比例することや，nチヤネルMOSトランジス

タは77°K～180°Kにおいて1／！特性以外の特性をもつ

雑音を発生することなどを知った．（一部文部省科学研究

費，受託研究費）

　5．　電子部品の信頼性8）～11）18）（昭和38年度～）

　一般に電子部品の信頼性，故障解析には故障率一定の

指数分布やワイブル分布を仮定する場合が多いが，二重

指数分布（故障率が時間と共に指数関数的に増加する）

を仮定すると，人間の寿命やある種の電子部品の故障解

析に極めて有用であることを解明した．また信頼性用語

のJIS原案作成に貢献した．

　6．　電子遷移効果素子の動作特性21－－26）（昭和43年度～）

　主としてn形GaAsを中心として電子遷移効果を利用

した半導体素子の動作機構を解明している．特に発振器

に関する動作は，解析的理論によってほぼ明らかにされ

るに至った．現在新らしい超高速スイッチ素子としての

この効果の応用について研究を行ない，素子の過渡応答

に関する特性を解明している．

　　39年信学会全国大会講演論文集，S1－5，1964．11

10）安達，塚田，栗原：二重指数分布に基づく部品故障の解析，昭和

　40年電気学会連合大会講演論文集，658，1965．4

11）安達，塚田：二重指数分布に基づく部品故障の解析，信学誌48，

　　10，　1896，　1966．　10

12）安達・上村；MOS形FETの静特性に対するバルクバイアスの
　影響，生産研究，18，12，339－340，1966．12

13）堀内，栗原，安達：金属一酸化物一半導体構造（MOSダイrt　一

　　ド）の容量一電圧特性曲線に及ぼすバイアス・温度処理の影響，

　生産研究，19，8，234－236，1967．8

14）安達，松下，上村：MQS形FETの低周波雑音の温度依存性，
　信学会創立50周年記念全国大会（昭和42年）論文集，758，1967．

　　10

15）安達，松下，上村：MOS形電界効果トランジスタの低周波雑音t一

　　について，電気学会トランジスタ専門委員会資料42－17，1967．10

16）安達，松下，上村：MOSトランジスタの低周波雑音について（第

　二報），電気学会トランジスタ専門委員会資料，42－26，1968．2

17）安達，松下，上村：MOS形電界効果トランジスタの低周波雑音

　　について（第1報），生産研究，20，6，42－44，1968．6

18）安達：信頼性用語JIS案について，標準化と品質管理，21，9，

　65－72，　1968．　9

117



268　　21巻・5号（1969・5）

19）安達，松下，上村：低温におけるMOS形電界効果トランジスタ

　の異常雑音について（第2報），生産研究，20，10，37－38，1968，

　10
20）茅根，上村，生駒，安達：MOSトランジスタの静特性と低周波

　雑音特性における異常現象，昭和43年信学会全国大会講演論文集

　777，　1968．　10

21）Ikoma，　Toritsuka，　Yanai：Observation　of　current　waveforms

　of　the　transferred・electron　oscillators，7th　Internt，l　Conf．　on

　Microwave　and　Optical　Generation　and　Amp1三丘ccatiQn，1968．

　9．

浜崎研究室（昭和33年度～）

教　授　浜　崎　裏　二

通信機器学（超短波工学）

　昭和33年開設以来，斉藤成文教授指導のもとに，パラ

メトリック増幅器，マイクロ波半導体回路，レーザ光電

磁回路，遠距離レt－一・・ダの研究に努めた．初期においては

星合正治名誉教授，黒川兼行助教授（当時）に負う所が

大きかった．

　1．　マイクロ波半導体回路の研究1）－15）（昭和33～43年

　　度）

　半導体素子の高性能化に伴ってマイクロ波帯通信機器

の低雑音超広帯域化に必要な基礎的諸問題の究明とマイ

クロ波帯半導体回路の研究を行なった．

　昭和33～36年度においては，分布型パラメトリック増

幅器の姿態推論・雑音特性の解明（黒川助教授と協力），

後進波励振分布型パラメトリック増幅器の考案と実験的

検証，同軸空胴共振器によるダイオード諸定数測定法の

開発，サーキュレータを必要としない縦続接続型パラメ

トリック増幅器の実験的検証，四分の一波長線路結合負

性抵抗増幅器の考案と実験的検証を行ない，その成果は

秋田県道川ロケット実験場にて自動追尾受信機用前置増

幅器として実用に供された．また当時開発途上にあった

VHF－UHF帯フェライトを利用した非相反性回路の開

発を目指して，螺旋回路単向管の開発，二芯同軸サーキ

ュレータの実験的検証，対称サーキュレータの理論的性

質解明，VHF－UHF帯におけるテンソル透磁率の測定

法の開発を行なった．この期間の研究には当時技術研究

生亀尾要道，横山幸嗣，片山伸生，木村隆英の協力を得

た．

　昭和36～38年度の二箇年弱の期間，米国ベル電話研究

所植之原道行博士のもとで引き続きマイクロ波半導体回

路の研究を行ない，反射形エサキダイオード増幅器の雑

音指数・広帯域条件その他動特性の解明と実験的検証，

マイクロ波帯トランジスタの利得．雑音特性の理論的解

明，多段縦続接続広帯域トランジスタ増幅器の開発とそ

の有用性の実験的検証，1／4波長線路結合型単方向性パ

ラメトリック増幅器の動作理論の解明，また超広帯域半

導体回路の基幹となるストリップ線回路の基本技術を修

得し，ストリップ線一導波管変換器，急峻遮断ストリッ

プ線一導波管浜波器の開発を行なった．しかしこの期間
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22）生駒，柳井，菅田，鳥塚：ガン効果材料の実効特性量の測定，昭

　和43年信学会全国大会講演論文集，694，1968．10

23）生駒，柳井，菅田：電気二重層の生成過程の解析，昭和43年，信

　学会全国大会講演論文集，699，1968．10

24）生駒：ガン効果を用いた機能素子，応用物理，37，11，1045～

　1050，　1968．　11

25）生駒，柳井：LSA発振の解析的理論と実験，電子通信学会論文
　言志、，　51－C，　12，　557～564，　1968．　12

26）生駒，鳥塚，柳井：折線近似によるガン効果の定常電気二重層の

　解析，電子通信学会論文誌，51－C，12，565～572，1968．12

の最大の収獲は先輩研究者の教導により先進のベル電話

研究所の伝統に触れ得たことであった．

　昭和38～43年度においても主題の研究を続行し，超遠

距離通信用液体窒素冷却パラメトリック増幅器の試作と

これによる直径18mのパラボラアンテナの雑音特性の測

定，結晶体基板による高安定回路，超伝導を用いた超急

峻遮断源波回路の開発研究と動作特性の研究，プラスチ

ック誘電体ストリップ線路による種々の高性能アンテナ

回路の開発，VHF帯広帯域90°移相3dB方向性結合器

の考案と実験的検証，広帯域トランジスタビデオ増幅器

の試作，ガンダイオードの微小信号特性の究明，可変容

量ダイオードを用いた可変移相器の性質の理論的解明と

実験的検証，ステップリカバリーダイオードによる超広

帯域再生パルス変調器の考案と実験的検証等において成

果を得た．この期間には助手岡田三男，市川満，赤尾宗

一，教務職員座間知之，当時大学院学生塚田俊久，岡本

紘，牧野英世の協力を得た．

　2．　レーザ光情報処理回路の研究16）－19）（昭和38～43年

　　度）

　通信・情報処理においてレーザ光が有する高度の可能

性の実現を追求しマイクロ波帯以下の電磁波の如き広範

囲なレーザ光応用を目的とした研究の一環として，ビー

ム状電磁波理論の研究，複屈折物質中の光ビームの性質，

半透明鏡の性質の解明を目指して研究を進め，複屈折波

長板を利用したレーザ光用精密可変移相器，全反射によ

る屈曲光路を用いた低磁界非相反性回路の考案と実験的

検証，レーザ光の空間的雑音の研究ホログラフイの信

号対雑音比の解明について成果を得た．この分野には工

学的に未開発部分が多いので，超広帯域マイクロ波回路

技術の発展と相埃って今後の研究によらねばならぬ問題

が多い．この分野では，当時大学院学生野口宏，滝野孝

則の協力に負う．　　　　　　　　　　　　　　　　・

　3．　遠距離レーダ等宇宙空間通信機器の研究20）’－22）（昭

　　和38～43年度）

　鹿児島県内之浦所在の宇宙空間観測所設備に関連して

司令制御精密レー一一・一ダの開発設計に参画し，アンテナ系統

の協調方式の開発誤信号からの回復能力の優れた実時
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間データ処理方式の開発を行なった．また受信信号電波

の偏波面変化に追尾し，偏波面変化が含む情報と共に信

号電力の有効な回収を目的とした偏波面追尾受信機の考

莞　表　論　文

1），2）黒川研究室の項の論文（5），（6）

3）S，Saito，　J．　Hamasaki，　N．　Katayama；ATraveling－Wave

　Type　Parametric　Ampli丘er　for　Space　Communication，　3rd

　　International　Symp．　on　Rockets　and　Astronautics，　Tokyo，1961，

　　9
4）S．Saito，　J　Hamasaki：ALow　Noise　Parmetric　Amplifier　for

　　Rocket　Tracking　Radar，2nd　Internetional　Symp　on　Rocket

　and　Astronautics．　Tokyo，1910．5

5）浜崎：1／4波長結合負性抵抗増幅器，電気通信学会雑誌，44，11，

　　1781－1788，　1961．　11

6）浜崎，木村：2芯同軸線路を用いたファラデー旋波子，生産研究

　12，　8，　324－330，　1960．　8

7）同上：遮蔽3相半同軸共振器によるテンソル透磁率の測定，生産

　研究13，7，225－230．1961．7

8）J．Hamasaki；ALow－Noise　and　W三de・Band　Esaki　Diode

　Amplifier　with　a　Comparatively　H三gh　Negative　Conductance，

　IEEE．　Trans．　MTT－13，2，213－223，1965．3

9）一：AWideband　High－Gacn　Transistor　Amplifier　at　L・Band，

　　19631nternational　Solid　State　Circuit　Conference，　Digest　of

　Technical　Papers，　Philadelphia，1963．2

10）－ATheory　of　a　Unileterel　Parametric　Ampli丘er　Using　Two

　Diodes．　BSTJ，43，3，1123－1147，　ATT，1964．5

11）浜崎，岡本：超伝導を用いた低損失マイクロ波炉波器，昭41連大

黒川研究室（昭和32～38年度）

助教授黒川兼行（昭和39年退官）
マイクロ波工学

　ミリ波測定，導波管理論，高周波フェライトの測定，

低雑音増幅器，レーザ電磁光学系素子に関する基礎的諸

研究の他，観測ロケット研究班においてロケット塔載ア

ンテナ，地上アンテナ，航跡標定用レーダ，DOVAPレ

ーダ，観測用テレメータの研究を行なった．昭和38年度

に退官．現在米国ベル電話研究所主任研究員．

　1．　ミリ波測定1）2），導波管理論3）高周波フェライト測

　　定法4）の研究

　34Gc帯と50Gc帯におけるミリ波多重姿態伝送路の

姿態解析の研究では矩絡終端部の磁界分布測定の有用性

を見出し，これを用いた解析装置を開発した．また，

104程度のQ測定法では矩絡板移動と共に変化するQ

値の自動記録により不要姿態の影響を除いた真値を測定

する方法を開発した．フェライト測定法では縮退同軸共

振器によるUHF帯テンソル透磁率測定法を開発し
た．

　2．低雑音増幅器の研究5）－9）

　分布形パラメトリック増幅器の姿態理論集中形可変

発　表論　文・著　書

1）黒JII，横山：ミリ波円形導波管内伝送姿態の解析法について，生

　産概究，14，10，1962．10

2）黒川，岡田：ミリ波線路のQと姿態結合の測定法，電気通信学

　会全国大会講演論文集，188，1960．11

3）K．Kurokawa；Electremagnetic　Waves　in　Waveguides　with

　Wal！Impedance．　IRE　Trans．胚T劉0，5，314－320，1962．9
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案と開発を行なっている．この分野においては本所斉藤

成文教授，渡辺勝教授，宇宙航空研究所高木昇教授，野

村民也教授の指導に負う所が大きい．

　　1080，1965．4

12）浜崎，岡田：1000Mcの帯域幅を有するトランジスタビデオ増幅

　　器の試作，昭42連大1392，1967．4

13）赤尾浜崎：最平坦通過特性を持つ帯域遮断炉波器．信学マイク

　　ロ波委資1968．9．24

14）浜崎，岡田：超高速パルス再生変調器，昭44連大1969．3

15）岡田，浜崎：フェライト磁心を用いた小型VHF－UHF帯方向性

　結合器．昭43連大1307，1968．5

16）浜崎，野ロ：波長板を用いたレーザ光用可変移相器，生産研究17，

　3，　72－74，　1965．　3

17）浜崎：レーザ光電磁回路素子，電子通信学会雑誌，51，4，488－

　492，　1968．　4

18）滝野，浜崎：多重光路を利用した低磁界の光サーキュレータ，昭

　43連大1407，1968．5
19）J．Hamasaki；Signal－to－No孟se　Ratios　for　Hologram　Images　of

　Subjects三n　Strong　Incoherent　Light，　Applied　Opt量es　7，8，

　　1613－1620，　1968．　8

20）浜崎：分散を考慮した近似多項式次数選定の一方法，生産研究20，

　3，　103－107，　1968．　3

21）同上：実時間処理におけるデータ平滑の一方式，生産研究21，1，

　　1969．1

22）浜崎，山中，岡村，村上，武石：偏波面追尾受信装置，信学全大

　1968．10

容量ダイrt　・一ドパラメトリック増幅器の利得・雑音理論

の確立，コールドテストの開発を行ない，また，増幅器

の雑音特性を表現する実雑音指数の発見とその理論の開

発，トンネルダイオード増幅器の研究を行なった．この

中には昭和34～36年度の二年弱の期間に米国ベル電話研

究所で行なったものを含む．

　3．　レーザ電磁光学系素子の研究10）11）

　耳箇のグラントムソンプリズムを用い入出射光の偏光

面の変らない精密可変減衰器の考案と験証，ダイオード

の可変容量によるパラメトリック増幅を利用した高感度

光ダイオード検波器の考案と験証を行なった．

　4．　宇宙空間通信機器の研究12）

　観測ロケット研究に関連し尾翼ノッチアンテナ，尾翼

吹流しアンテナ，胴体つの形アンテナ，地上局ヘリカル

アンテナの開発を行なうと共に，k動追尾レーダ，三点

観測レーダ，　DOVAPレーダ，観測用テレメータの開

発研究を行ない，宇宙空間通信機器の基礎確立に貢献し

た．

4）黒川，岡田：1000Mc帯におけるフェライトテンソル透磁率の測

　定法，電気4学会連合大会講演論文集下，815，1959．4

5）K。Klrokawa　and　J．　Hamasaki：Mode　Theory　of　LQssless

　Periodically　Distr三buted　Pararnetric　Ampli丘ers，　IRE　Trans．

　MTT－7，　3，　360－365，　1959．　7

6）一；An　Extension　of　the　Mode　Theory　to　Periodically　Distr．
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　ibuted　Parametric　Amplifier　w三th　Losses，　IRE　Trans．　MTT－8

　1，　10－18，　1961．　1

7）K．KurQkawa　and　M．　Uenohara：Minimum　Noise　Figure　of

　the　Variable・Capacitance　Ampli丘er，　BSTJ，40，3，695－722，

　ATT，1961．5
8）K．Kurokawa：Actual　Noise　Measure　of　Linear　Arnp！S丘ers，

　Proc．　IRE，49，9，1391－1397，1961．9

9）一：On　the　Use　Qf　Passive　Circuit　Measurement　for　the

　Adjustment　of　Variable・Capacitance　Ampli丘ers，　BSTJ，41，1，

　361－381，ATT，1962．1
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10）斎藤，黒川，横山：グラントムソンプリズムを用いた光の可変減

　衰器，生産研究15，8，1963．8
11）S．Saito，　K．　Kurokawa，　Y’Fuji三，　T．　Kimura：Detection　and

　Amp1三fication　of　the　Microwave　Signal　in　Laser　Light　by　a

　Parametric　Diede，　Proc．　of　the　Sgmp．　on　Optical　Masers，

　Polytechnic　Institute　of　Brooklyn，567－578，　New　York，1963

12）N．Takagi，　T．　Nomura，　K．　Kurokawa：Traking　Radar　Sア．

　stem　of　Kappa　Rocket．1959　Symposium　on　Rockets　and

　Astrenauties．1959．5

13）黒川：マイクロ波回路入門．丸善，1933

河村研究室（昭和34年度～）

助教授河村達雄（昭和44年4月1日教授昇任）

電力工学・高電圧工学・パルス工学

　電力工学における高電圧現象に関する総合的研究なら

びにこれらの現象の基礎となる物理的機構，現象の精密

測定等について研究を行なうとともに，絶縁協調に関す

る新しい手法の確立に努めている．さらにパルス回路な

らびにその工学への応用についても研究を進めている．

　河村助教授は昭和39年10月より40年12月までカナダ国

立科学研究所（National　Research　Council　of　Canada）

に研究員として滞在し，さらに40年1月より同年10月ま

で米国カリフォルニア大学客員助教授として教育，研究

に従事し，あわせて両国における関連分野の視察を行な

って帰国した．

　1．　衝撃波測定系のレスポンス時間に関する研究1）一’3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和39年度～）

　衝撃電圧の測定回路において特に印加電圧の波頭長が

短かい場合にはステップ波発生装置と分圧器とを結ぷ不

均一伝送線路による波形変歪のために結果のレスポンス

時間に差が現われる．この点を明らかにするために測定

系のレスポンス時間に関して理論的研究を行ない，実際

の装置についていろいろ検討を加えた．この研究の一部

は河村助教授がカナダ国立科学研究所において行なった

もので，衝撃電圧測定系解析の今後における有力な方法

になり得るものと思われ，IEC　における高電圧測定技

術上の新しい案として提案されいろいろ論議が行なわれ

た．（一部文部省試験研究費）

　2．急しゅん波衝撃電圧の測定装置に関する開発研究

　　（昭和34年度～）4）一’7）

　超高圧電力系統における異常せん絡現象の糾明，さい

断波試験における電圧波形の精密測定に当ってはマイク

ロ秒の数十分の1程度の応答時間を有する測定装置が必

要である．このため従来の測定装置における問題を明ら

かにするとともに新らたに高気圧ガスを封入した分圧器

を開発，試作し，さらに高気圧ガス中に火花間隙を設け

たナノ秒のステップ波発生装置を利用して急しゅん波に

おける測定精度の検証を行ない，実用化の見通しを得た．

（一部文部省科学研究費，生研特別研究費）

　3．　電力系統における絶縁協調に関する研究8）一“1°）（昭

　　和34年度～）

　電力系統における耐雷設計の基礎として対地雷撃数分

布に関する研究を行なった．その一つの方法として雷放

電カウンタによる放電度数分布をもとめ，これが電力系

統における事故件数ときわめて強い相関関係にあること

を明らかにした．また統計的手法を利用した耐雷設計，

開閉サージに対する絶縁設計については研究室における

研究を行なうとともに学会におけるこの分野の研究の積

極的推進につとめた．（一部文部省科学研究費，総合研究

費）

　4．　汚損面のせん絡機構に関する研究11）－14）（昭和40年

　　度～）

　汚損面におけるせん絡現象の基礎として吸湿，漏れ電

流，せん絡電圧の湿度依存性について基礎的研究を行な

い，特に吸湿については理論的考察を行なった．さらに

せん絡電圧についてはアーク数という新しい概念をとり

入れて理論を構成し，これが実験結果ときわめてよく一

致することを明らかにした．

　5．　ガス絶縁に関する研究（昭和38年度～）

　高気圧ガス絶縁の基礎研究として高気圧ガス中におけ

るせん絡現象，耐電圧等について基礎的研究を進め，さ

らに高気圧ガス中における火花間隙をスイッチとして利

用する装置の基礎特性，放電機構に関する研究などを行

なった．（一部生研特別研究費）

　6．　その他

　レーザの高電圧工学への応用については火花放電間隙

のトリガおよびスイッチ時間の改善（昭和43年度），磁界

中に閉じ込められたプラズマにイオン・サイクロトロン

周波数を持つ減衰電圧波を印加する際の電子温度上昇15）
エ6） i昭和41～43年度），パルス技術を応用した測定器の開

発研究17）一’19），インダクタンス負荷のパルス特性改善に関

する研究20）等を行なった．（一部文部省総合研究費）

発　　表　　論　　文

1）F．C．　Creed，　T　Kawamura，　G．　Newi：Step　Response　of　Me・

　asuring　Systems　for　High　Impulse　Voltages，1EEE　Transa．
ctions　on　PQwer　Apparatus　and　Systems　PAS－86，1408，1967，

11
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）

2）河村・急しゅん波測定におけるレスポンス時間の解析，電気4学

　　会連合大会講演論文集1014，1967．4

3）河村：急しゅん波測定系における不均一導線の解析，電気学会東

　　京支部大会講演論文集247，1967．10

4）藤高，河村，本間：高しゅん度インパルス発生用開閉素子，電気

　　学会東京支部大会講演論文集17，1959．11

5）河村，藤高，本間：急しゅん波頭インパルスにおける碍子の特性，

　　電気4学会連合大会講演論文集971，1960．7

6）藤高，河村，本間：急しゅん波頭インパルスによる絶縁破壊につ

　　いて電気4学会連合大会講演論文集861，1961．4

7）河村，大平：急しゅん波測定系のレスポンス時間に及ぼす二，三

　　の要因，電気4学会連合大会講演論文集1969．3

8）河村．藤高．北条大平：微小磁鋼片による鉄塔分流比のモデル

　　試験，電気4学会連合大会講演論文集950，1968．3

9）河村，田代，北条：雷放電カウンタによる放電度数とその雷害事

　　故率との相関関係，雷害事故調査委員会資料28，1968．11

10）河村，田代，北条：雷放電カウンタによる放電数分布と事故率と

　　の相関，電気4学会連合大会講演論文集1969．3

11）河村，伊坂：アーク数によるがいし平等汚損せん絡特性の解析，

　　電気学会東京支部大会講演論文集247，1968．10

12）河村，伊坂：不平等汚損せん絡特性の解析，電気学会東京支部大

　　会講演論文集248，1968．10

13）河村，伊坂：汚損面における吸湿，漏れ電流，フラッシオーバ特

　　性の湿度依存性について，高電圧技術研究会資料31－19，1968．10

14）河村，伊坂：汚損せん絡現象に影響ある諸因子の湿度依存性につ

　　いて，電気4学会連合大会講演論文集1969．3
15）H．de　Kluiver，　T．　Kawamura，　A．W．　Trivelpiece，　V．T．　Zavia－

　　ntseff，　Turbulent　Heating　of　Electrons　in　a　Magnetically

　　Con丘ned　Plasma，　American　Physical　Society　Meeting（Minn－

　　eapolis）　CC　4，　1966．　6

16）H．de　Kluiver，　T．　Kawamura，　Anomalous　Electron　Heating

　　in　an　Adiabatic　Compression　Experiment，　Physics　of　Fluids

　　10，　2715，　1967．　12

17）河村，田代，難波：パルス式接地抵抗計のトランジスタ化，電気

　　4学会連合大会講演論文集189，1963．4

18）河村，田代，難波：パルス式送電線接地抵抗測定装置，電気学会

　　東京支部大会講演論文集　245，1963．11

19）河村：パルス式接地抵抗計の原理とその応用，電子技術5，77，

　　1963．12

20）河村，黒崎，永富：インダクタンス負荷の電流立上り特性の改善

　　電気4学会連合大会講演論文集1380，1964．4

山ロ研究室（昭和37年度～）

助教授　山　ロ　楠　雄

電気制御工学

　生産工程の計算制御のためのハードウエアおよびソフ

トウエア・システムの研究と計装に必要な検出端，制御

機器などの開発を行なってきた．また，工程の管理につ

いての情報処理の基礎的方式の検討を行なった．さらに，

これらの分野に有効な情報のディスプレイの研究を行な

っている．

　1．制御システムの研究1’“4）（昭和37～41年度）

　生産システムの自動化のために多数の工程を管理する

一つの方式として多段情報処理方式と段間における情報

量の減少について検討した．

　さらに，精製糖工程の自動化について計算制御を含む

総合制御システムの検討，開発および設計を行なった．

　　　　　　　　　　　　（昭和37，38，39年度，受託研究）

　2．　制御用機器の研究5卿8）（昭和39年度～）

　生産工程の制御システムの開発のために必要な特殊機

器として溶液色価測定装置の開発を行ない，溶液および

光源の分光光度特性がもたらす測定色価の定義色価から

のずれの関係を検討し，装置の設計と試作を行なった．

また制御用の時間信号を発生するタイマなどの開発を行

なった．（一部昭和42年度受託研究）

　3．　ディスプレイ装置の研究（昭和41年度～）

　情報処理機械からの出力表示装置としての図形ディス

プレイ装置の研究として実験用の装置の試作を行ない，

基本的な回路の性能について検討するとともに，制御シ

ステムなどに有効に使用することを目的として構成およ

び応用面の開発について検討を行なっている．（一部文部

省科学研究費）

発　　表　　論　　文

1）山口：工程管理の自動化に関する二，三の手法，電気通信学会，

　オートマトンと自動制御研究会，1963

2）山ロ：工程管理の自動化について，計測と制御，3，3，1964

3）山ロ：バッチと連続プロセスの混在する工程の制御，計測と制御，

　5，　5，　1966

4）沢井，森，山ロ：精製糖工程の総合制御システム，計測と制御，

　6，　2，　1967

5）山口，桜井：光東面積変化方式による溶液色価連続測定装置，

　昭42，43電気連合大会2531，2277

6）山口，桜井：光東面積変化方式による色価連続測定装置，生産研

　究，19，3，1967

7）山口，鈴木，畠中：ディジタル・アナログ方式によるハイブリッ

　ド・タイマ，昭42，43電気連合大会，2672，2333

8）山口，鈴木：アナログ・ディジタル方式によるハイブリッド・タ

　イマ，生産研究，19，1，1967

高羽研究室（昭和38年度～）

助教授　高　羽　禎　雄

電子管工学（半導体回路，パルス回路）

　各種の半導体素子を用いるパルス回路の開発とその情

報処理・計測などの分野における電子機器への応用に関

する研究を行なっており，とくにパルス回路の高速化あ

るいは集積回路化を目的とした回路構成あるいは機器構

成の最適化に重点をおいている．

　助羊木下英実（昭和38年4月～），’元技官西森武弘（昭

和41年4月～昭和43年8月）が研究に参加しており，ま

た森脇研究室とは研究の全般にわたって密接な協力を行
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なっている．

　1．磁気ひずみ遅延線記憶装置に関する研究1’－9）（昭和

　　38～43年度）

　小容量の循環形記憶装置としてその経済性に特色を有

する磁気ひずみ遅延線記憶装置について，波高分析器へ

の応用を目的として記憶装置構成方式の研究ならびに周

辺回路の開発を行なった．

　多チヤネル波高分析器の記憶装置として，長さの異な

る複数個の磁気ひずみ遅延線を組み合わせ用いることに

より，記憶容量が大きくしかもアクセス・タイムが短か

い記憶装置を構成する方式を考案し3），波高分析器とし

ての計数率の改善効果を2段構成4），3段構成5），並列構i

成を併用した2段構成6）など各種の場合について解析し，

さらに実験装置を試作して方式上の特徴をあきらかにし

た．

　また，記憶密度の高いNRZ伝送形式で動作させる場

合7）について，磁気ひずみ遅延線のステップ電流応答波

形のサンプル値の極値列からパタン変動の最悪条件を求

める手法を見い出し8），さらに遅延線および周辺回路の

特性変動，外部雑音などを考慮して設計条件を定める手

法を確立し，集積回路を使用した周辺回路を開発してこ

の手法の妥当性を実験的にたしかめた9）．（一部文部省科

学研究費，受託研究費）

　2．MOS形電界効果トランジスタを用いた高速度パ

　　ルス回路に関する研究10”16）（昭和40年度～）

　アナログ・ディジタル（A－D）変換器などを構成する

生　産　研　究

各種のパルス回路の集積回路化を目的として，集積回路

化に好都合なMOS形電界効果トランジスタ（FET）を

とりあげ，その増幅素子としての高入力抵抗，スイッチ

素子としての高いインピーダンス比に着目して，簡単な

回路構成ですぐれた特性をもつ回路の開発を行なった．

全MOS－FET化された電圧保持回路10）11），　MOS－FET

スイッチ対を用いた局部復号回路12），相補形MOS－FET

を用いた緩衝増幅回路14）15）などがその成果のおもなもの

である．また，これらを応用して逐次比較形A－D変換

器（2進8けた，変換時間20μsec．，変換精度0．1％）の

試作を行ない良好な結果を得た13）16）．一方，MOS－FET

を通常のトランジスタならびに集積回路と組み合わせて

構成した直線帰引形AO変換器の開発をも行なった．

（一部生研特別研究費）

　3．　ピコ秒領域における時間計測に関する研究17）（昭

　　和42年度）

　昭和38～39年度に森脇研究室と共同でナノ秒領域にお

ける時間分析器を開発したが，その成果を基礎として，

核物理学，物理化学などの分野で，重要な意義をもつピ

コ秒領域（10－10～10－12sec．）の時間分解能を有する時間

計測技術の開発を手がけている．

　このため，ここで用いる超高速パルス回路の研究をす

すめ，ステップ・リカバリ・ダイオードを使用した各種

のパルス発生回路17）の比較検討，時間・波高変換方式に

よる時間計測回路の開発などをすすめ，所期の目的を達

所しうる見通しを得ている．（一部生研特別研究費）

発　　表　　論　　文

1）S．Takaba：Multistage　Delay　Line　Memory　Systems　and　their

　Application　to　Multi．Channel　Pulse　Height　Analyzer　Featur・

　ing　Short　Dead　Time，　Nucl．　Instr．　and　Meth．58，2，　p．223，

　1968．1
2）高羽，森脇：多段遅延線路記憶式多チャネル波高分析器，生産研

　究，20，6，p．259，1968．6

3）高羽，森脇，木下：昭和40年通信学会大会，129

4）森脇，高羽，木下：昭和41年4学会連合大会，284

5）森脇，高羽，木下：昭和41年通信学会大会，110

6）森脇，高羽，木下：昭和42年4学会連合大会，500

7）森脇，高羽，木下，富岡：第6回日本アイソトープ会議，A／E－8

　1964．11
8）森脇，高羽，木下：昭和43年4学会連合大会，1747

9）森脇高羽，木下：昭和43年通信学会大会，878

10）森脇，高羽，木下：生産研究，18，8，p225，1966，8

11）森脇，高羽，西森：昭和41年通信学会大会，658

12）森脇，高羽，西森：生産研究，19，10，p．301，1967．10

13）森脇，高羽，西森：昭和42年通信学会大会，908

14）森脇，高羽，西森：昭和43年4学会連合大会，1767

15）森脇，高羽，西森：生産研究，20，4，p．187，1968．4

16）森脇，高羽，西森：生産研究，20，11，p．560，1968．11

17）森脇，高羽，愛沢，前原：昭和43年通信学会大会，864

藤井研究室（昭和39年度～）

助教授　藤　井　陽　一

情報処理工学，量子エレクトロニクス， とくにレーザの応用

　本研究室は，昭和39年からおもに，斉藤研究室および

浜崎研究室と協力して，レーザの応用に関する開発研究

を行なっている．

　1）　レーザの変復調に関する研究（昭和39年～）

　斉藤研究室と協力して，レーザの変調および復調に関

する基礎的研究を行なった．たとえば，ダイオード，レ

ーザのマイクロ波変調（1）や超高速の光検出器に関す

る研究を行なった．（2）

　2）　レーザ発振器に関する基礎的研究（昭和39年～）

　レーザを含む量子的回路の等価回路，雑音について研

究した．（3）レーザ発振器の動作を，理解するために，

レー一・ザ発振器の等価回路的表現について研究した．（4）

また，レーザビームについて，等価回路的な表現を，明

らかにし，ビームの伝送路の設計が，容易にできるよう

にした．（5）

　3）　レーザ・ビームの伝送（昭和42年～）

　レーザによる通信の実現の一つの基礎的技術として，

レーザ伝送路の基礎的実験を行なった．レーザ・ビーム
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の伝送路としては，レンズによるくり返し集束伝送路に

ついて，実験を行ない，その基本的性質を明らかにした，

また，ブリュースタ角に置いたレンズが，損失少なく，

レーザ・ビームを伝送できることをみいだし，これにつ

いて，基本的な性質を明らかにした．（6）

　4）　レーザの応用の研究（昭和40年～）

　斉藤研究室，その他と協力して，レーザを応用したい

ろいろな装置の研究を行なっている．

　a）レーザCT（7）　レーザを利用して，超高圧送伝

線の電流を絶縁物なしに測定するもの（東力電力の委託

研究）

　b）レーザPT：上と同じように，電圧を測定する．

　c）レーザ・トランシット：レーザによって，土木機

械の方向のずれ，傾きを測定する8）（大成建設の委託研

究）

　d）その他，いろいろな応用研究に関与している．

　5）　マイクロ波装置に関する研究（昭和39年～）

　a）電子ビームの雑音に関する研究：斎藤研究室と共

同して，電子ビーム雑面の測定に関する研究を行なって

いる9）10）．

　b）パルスによるマイクロ波回路の測定法の応用に関

する研究．

発　　表　　論　　文

1）藤井陽一，多村武雄：“ダイrt　・一ド・レーザーのマイクロ波変調”

　量子エレクトロニクス研究資料，1965年4月20日

2）藤井陽一：“レーザ光検出器”電子通信会誌第51巻4号pp．479～

　488，　1966．　4

3）藤井陽一：“プランクの放射公式と雑音”昭和41年電気4学会連合

　大会
4）藤井陽一，白石敏：“レーザ発振器の回路的特性”量子エレクトロ

　ニクス研究会資料，1965年12月10日

5）藤井陽一：“光学集束系の等価回路表現”生産研究，第19巻第1号

　p．8～p．15，　1967．　1

6）S．Saito，　Y。　Fujii，　S．　Shiraishe：Low．Loss　Laser　Beam　Trans．

　mission　Through　Lenses　at　the　Brewster　Angle”Proc．　IEEE．

　57，　1，　78～79，　Jan．　1969

7）斎藤成文，浜崎裏二，藤井陽一，横山幸嗣，大野豊，志田穆彦：

　“レーザを利用した無接触超高圧変流器”電気学会雑誌，88，959r

　171～180，　1968．　8

8）丸安隆和，斎藤成文，藤井陽一，関好正，広野正道：“レーザ・ト

　　ランシット”昭和43年度電子通信学会全国大会

9）藤井陽一“Studies　on　Electron　Beam　Noise．”生産技術研究所

　報告，14，4，1965，8
10）S．Saito　Y．　Fujii”Measurement　of　the　Shot．Noise　Reduction

　Factor．”IEEE　TRANSACTIONS　ON　ELECTRON　DEVI－
　CES　14．4．207～214，　Apri11967，

高木（幹雄）研究室（昭和40年度～）

助教教　高　木　幹　雄

応用電子工学

　テイジタル通信方式に関する研究として，データ伝送

におけるひずみ補償方式，同期方式の研究を行なってい

る．

　また，尾上研究室と共同で電気機械振動部品および渦

流検査に関する研究も行なっている．昭和40年以来技官

藤本洋が当研究室における研究に協力している．

　1．　データ伝送における歪補償方式に関する研究1－”5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和40年度～）

　データ伝送において情報伝送速度を上げるには，回線

の振幅ひずみ，位相歪による波形歪によって生ずる符号

間干渉を除去して伝送速度を上げると共に多値伝送を行

なう必要がある．歪補償には1本のディジタル遅延線を

用いて等価的にtransversal丘lterを構成し，純ディジタ

ルに演算を行なう．この方式に関し最適化に要する学習

期間を短縮する手法の開発し，シミュレーションにより

補償の可能性を確め，実験装置の試作を行なっている．

　2．ヂィジタル情報伝送における同期方式に関する研

　　究6’－7）（昭和40年度～）

　ディジタル情報伝送系において送信側と受信側とは完

全に同期している必要がある．ここでは各チャネルを分

離するためのフレーム同期について，フレーム相関をと

ることにより同期に要する時間を短縮する方式を開発し

その検討を行なっている．

　3．　その他

　尾上研究室と共同で，電気機械振動部品に関して，温

度補償水晶発振器に関する研究8’”9），テレメータ用振動子

に関する研究1°－11），磁歪遅延線の高性能化に関する研究

を行ない，通信方式に関する研究の応用して，渦流検査

における多重信号処理に関する研究を行なっている12N
13）。

発　　表　　論　　文

1）高木：データ伝送における歪補償の一方式，電気4学会連合大会，

　2383，　1967

2）高木：データ伝送における歪補償方式のシミュレーション，電子

　通信学会全国大会，1030，1967

3）高木，丸山：データ伝送における歪補償方式の学習期間について，

　電気4学会連合大会，2056，1968

4）高木，丸山：データ伝送における歪補償方式の演算精度について，

　電気4学会連合大会，2057，1968

5）高木，藤本，野村ニデータ伝送における歪補償方式に対する学習

　期間の雑音の影響について，電子通信学会全国大会，1033，1968

6）高木：フレーム相関によるディジタル情報伝送における同期方式

　の検討，電気通信学会全国大会，1079，1966

7）高木，岡田：フレーム租関によるディジタル情報伝送における同

　期方式の検討（ll）電気4学会連合大会，2326，1967

8）高木，藤本：温度補償水晶発振器の設計法，電気4学会連合大会，

　1954，　1967

9＞高木，藤本：温度補償水晶発振器に関する一考察，電気4学会連

　合大会，1773，1968
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ユ0）尾上，高木，大野：配電系統の監視の一試案について，電気学会

　東京支部大会，365，1968
11）尾上，高木：テレメータ用振動子，音響学会秋季研究発表会，3－

　1－・8，　1968

原島研究室（昭和42年度～）

助教授　原　島　文　雄

電力機器学（電気機械，自動制御）

　主として静止変換器によって駆動される電気機械の特

性の解析，ならびに特性の改善に関する研究を行なって

いる．昭和42年に研究室が設置され，技官内田克巳が主

として実験を担当している．また，研究は沢井研究室と

密接なつながりのもとに行なわれている．

　静止変換器とくにサイリスタを用いた回路の発達によ

り，電気機器の駆動方式は，大幅な変革が行なわれつつ

ある．しかしながら，スイッチ素子によって駆動された

場合の電気機器については，その解析法が確立しておら

ず，したがって制御系においてこれを操作器として用い

た場合，制御系の設計は非常に困難である．我々は，静

止変換器一電気機器系の解析に新しい手法を導入し，自

動制御系においてもっとも大きなneckとなっている情

報→操作の部分の特性の向上を目的として研究を行なっ

ている．

　1．　2相サーボモータならびに駆動回路の動作特性に

　　関する研究（昭和42年度～）

　2相サーボモータの動作特性は，それを駆動する電力

増幅器に大きく依存する．本研究では，サーボモータと

電力増幅器との相互干渉に詳細な考案を加え，その結果

にもとついて，スイッチ素子を用いた高性能の駆動用増

幅器の開発を行ない好結果を得ている．（一部文部省科学

発　　表　　論　　文

1）原島，内田：SCRを用いた交流サーボ増幅器，生産研究，19，

　10，1967
2）原島：インバーター誘導電動機系の解析，昭和43年電気4学会連

　合大会講演論文集

後川研究室（昭和37～38年度）

講師後川昭雄（昭和39年4月宇宙研）
半導体電子工学

　半導体素子とくに各種pn接合やトランジスタ，エサ

キダイオードの内部機構の把握に重点をおき，高周波・

高出力トランジスタの超高周波特性や超小型回路の調査

ならびに基礎研究も行なってきた．昭和39年宇宙航空研

究所に転じて後は研究担当をつとめている．昭和37年度

は大橋一利，昭和38年度からは藁品正敏が実験を分担し

ブこ．

　1．pn接合およびトランジスタに関する研究3－－5）（昭

　　和31～38年度）

　高電力化に呼応して順方向バイアス時のアドミタンス
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12）尾上，高木，市川：渦流検査用ディジタル移相器，

　査協会春季大会，皿一4，1968

13）尾上，高木，市川：渦流検査における多重信号処理，

　検査協会秋季大会，皿一3，1968

日本非破壊検

日本非破壊

研究費：奨励研究）

　2．　インバータで駆動されるかご形誘導電動機の解析

　　（昭和42年度～）

　多相インバータによって駆動されるかご形誘導電動機

は，可変速度の操作器として，将来広く利用されるもの

と思われる．インバータの動作は，スイッチング作用の

連続であるので，その負荷となる誘導電動機の動作も，

これらのスイッチング作用に対する過渡現象の連続とな

る，本研究は，インバーター誘導電動機系を1つの直流

機とみなして方程式をたて，状態推移法によって解析を

行なうものである．本方法を用いれば，多相インバータ

で駆動される誘導電動機の一般的解析が可能である．

（選定研究費）

　3．　インバータ誘導電動線系の特性改善に関する研究

　　（昭和43年度～）

　インバータによって誘導電動機を駆動した場合，印加

電圧に含まれる高調波成分により，電流，および軸出力

トルクに大きな脈動が現われる．これを小さくおさえる

ためには，インバータの相数をふやすこと，転流回数を

ふやして低次の高調波成分を除去することなどが有効で

あるが，このような手段を施した場合の特性の計算なら

びに特性の評価などを行なっている．

3）原島：Analysis　of　Inverter－Induction　Motor　System，生産研究

　20，　9，　1968

4）原島，内田：インバータで駆動された誘導電動機の解析，電7回

　計測自動制御学会学術講演会予稿集

特性等を調べ，サセプタンスが順電流の増大によって変

化し，容量の極大を作って減少，誘導性にまで転換する

現象アドミタンス変調を見い出した．それまで一般にト

ランジスタは容量性と考えられていた．この説明として

も大注入時の有限長ベース幅理論を展開，等価回路とと

もに諸特性を定量的に説明した．なお昭和36，37年度の

総合研究高周波・高出力トランジスタの品質改善には幹

事として参加エピタキシアルトランジスタの超高周波特

性ならびに等価回路問題を扱った．またドリット・トラ

ンジスタのエミッタ容量の式を誘導し完成品のままで重
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要な内部定数を算定する方法も提案した．

　2．エサキダイオードの特性と内部機構6’v8）（昭和35～

　　41年度）

　周波数上限や利得帯域幅積を支配するエサキ接合自体

の容量Cを分離測定して最初に詳細なバイアス特性を明

らかにしたが，さらに逆バイアスにかけてCが急増する

現象を見い出し電界電離の仮定によって説明，内部機構

生産研究　　275

を明らかにした，

　3．超小形電子回路に関する研究9）（昭和37年度～）

　わが国の集積回路の発展に寄与するため高木教授ご指

導のもとに始め，広く文献調査を継続して行なっている．

また基礎研究としては半導体集積回路の寄生トランジス

タ効果を素子分離の問題との関係を含めて検討した．

発　　表　　論　　文

1）高木，安達，後川，共訳：トランジスタ工学，近代科学社，1958

2）後川：半導体ハンドブック，オーム社，1963（一部分担）

3）M．Onoe，　A．　Ushirokawa：Inductive　AC　Admittance　of　Jun－

　ction　Transistor，　Proc．　IRE，44，1475，1956

4）後川：pn接合のアドミッタンス変調，電気通信学会誌44，212，

　1961
5）後川：ドリフト・トランジスタのエミッタ障壁容量と内部定数，

　電気通信学会誌45，43，1962

6）後川：エサキダイオードの特性と等価回路，電気通信学会誌47，

　468，　1964

7）後川，藁品1電離確率が！＝fo十mEの場合のField　IonizatiQn

　と縮退接合，信学会トランジスタ専門委員会1965

8）後川，藁品：エサキ接合の容量と電界電離，電気通信学会誌50，

　107，　1967

9）後川：超小形電子回路素子の進歩，日本電子工業振興協会編　超

　小形電子回路講演会予稿17，1964

長谷部研究室（昭和41年度～）

講　師　長谷部　　望

通信機器学（アンテナ）

　主として飛しょう体（ロケット・衛星）搭載アンテナ

とこれに組み合わされる地上設備アンテナ，とくに円偏

波放射器についての研究を行なっている．その中には基

本素子アンテナの研究とこれをもとにしたトラッキング

アレイアンテナの構成，多周波共用パラボラアンテナの

一次放射器の研究等が含まれる．

　1．　ロケットおよび衛星搭載用アンテナの研究

　ロケット搭載アンテナの型式はその機種および目的に

より選択使用される。高木研究室在勤中より黒川研究室

と協力してロケットの尾翼に取付ける吹流しアンテナ，

尾翼ノッチアンテナ，ロケット胴体に取付ける角型アン

テナの開発と改良を行なって来た1）2）．前者は40，80MHz

DOVAPアンテナと225，295MHzテレメータアンテナ

としてK－6，7，8型ロケットに使用され，ノッチアン

テナおよび角型アンテナは1．6GHzレーダアンテナと

してカッパ・ラムダロケットに実用され好結果を得た．

また人工衛星搭載用136　MHz用円偏波アンテナ開発を

行ない，放射パターン・インピーダンス，機構上の満足

できるものを完成し6），現在打上げ実験に実用されてい

る．

　2．地上アンテナ用円偏波放射器の研究　　　　　　　「f

　ロケットや衛星に対して電波の送受を行なう地上設備

のアンテナには円偏波が要求される場合が多い。高木研

究室在勤中より黒川研究室と協力して4素子ヘリカルア

ンテナ2），コニカルスキャン1．6GHzパラボラアンテナ

用一次放射器（等素子長十字ダイポール）5）開発を行な

い，前者はレーダ・テレメータ地上アンテナとして，後

者は自動追尾レーダに実用されている．さらにVHF～

UHF帯で使用する直交スロットを利用した円偏波放射

器の開発設計製作10）し，所期の成果を得，現在これを用

いたトラッキングアンテナを構成するべく研究を進めて

いる．またUHF帯トラッキングアンテナの基本素子と

してプリント板による広帯域円偏波放射器9），Cバンド

コニカルスキャンアンテナの一次放射器11）等の研究中で

ある．

　その他，アンテナパターン測定用の電波暗室の改良3）・

飛しょう体電波追跡にかかわる設備の構成8）・実験に従

事して今日に至っている．

発　　表　　論　　文

1）黒川，長谷部：DOVAPレーダ用ロケットアンテナの実験，生産

　研究，11．9，11．12，13．10，の各号

2）高木，長谷部：ヘリカルアンテナ4本並列餓電の実験．昭364学

　会連大．1093

3）高木，斎藤，黒刀L長谷部：電波暗室の設計および特性測定．生

　研3部談話会．12，15

4）高木，黒川，長谷部，市刀L関口：レーダ用機上アンテナと飛し

　ょう運動によるレベル変動について，生産研究，15，7

5）長谷部，古谷，野村：ロケット自動追尾用パラボラアンテナー次

　放射器の試作について．生研3部談話会，12，17
6）’

vﾘ，斎藤，野村，浜崎，長谷部，市川：L－4S型．Pケットビー

　コンアンテナ，宇宙研報告，3，1，1967

7）斎藤，長谷部，市川：Pケット搭載アンテナおよびロケット追尾

　用アンテナ，昭42信学全大，S7－4

8）斎藤，長谷部：東京大学宇宙空間観測所の設備について．航空学

　会誌，16，17，1968

9）長谷部，座間，福島：プリント板を用いたUHF帯アンテナ．

　昭434学会連大．1227
10）長谷部：VHF帯円偏波発生十文字スロットアンテナ．生産研究，

　20，　4，　1968

11）長谷部：5．6GHzコニカルスキャンニングアンテナの一次放射器，

　昭444学会連大．1491
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